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母
黌
の
正
門
を
出
て
桜
並
木
の
坂
を
下
り
ま
す
と
、
右

手
に
３
階
建
の
多
士
会
館
が
建
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
多
士

会
館
は
、
母
黌
の
創
立
百
周
年
を
機
に
、
当
時
の
同
窓
生

が
そ
の
後
の
百
年
に
学
ぶ
後
輩
へ
の
贈
物
と
し
て
昭
和
59

年
１
月
に
新
築
し
た
も
の
で
あ
り
、
同
じ
く
同
窓
生
が
設

立
し
た
一
般
財
団
法
人
多
士
会
館
が
所
有
し
同
窓
会
活
動

の
拠
点
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
新
築
後
33
年
を

経
た
こ
の
多
士
会
館
の
改
修
保
全
計
画
に
つ
い
て
は
、
後

記
（
23
頁
）
の
と
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足

さ
せ
、
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

　

済
々
黌
同
窓
会
と
し
て
は
、
今
後
と
も
同
窓
生
間
の
親

睦
（
交
誼
）
を
旨
と
し
つ
つ
、
財
政
基
盤
を
安
定
化
さ
せ
、

多
士
会
館
の
活
用
を
図
り
、
母
黌
と
在
黌
生
の
た
め
に
可

能
な
限
り
の
支
援
を
行
い
、
併
せ
て
市
民
講
座
の
開
催
等

に
よ
り
社
会
貢
献
を
果
た
し
て
行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
財
政
基
盤
の
安
定
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
来

　

野
口
敏
夫
会
長
様
は
じ
め
、
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
本

黌
の
教
育
振
興
と
在
黌
生
の
激
励
の
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら

物
心
両
面
に
わ
た
り
多
大
な
御
支
援
・
御
協
力
を
賜
り
、

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
31
代
黌
長
を
拝
命
し
ま
し
た
竹
下
文
則
と
申
し
ま
す
。

前
任
校
は
熊
本
県
立
宇
土
高
校
・
宇
土
中
学
校
で
す
。
創

立
１
３
５
周
年
を
迎
え
る
伝
統
校
へ
の
勤
務
で
あ
り
、
そ

の
重
責
を
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
精
一
杯
努
力
い
た
す
所
存
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
学
校
は
昨
年
４
月
の
熊
本
地
震
に
よ
り
、
校
舎

等
に
多
く
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
が
、
補
修
工
事
も
３
月

末
に
は
す
べ
て
完
了
し
て
お
り
ま
す
。

　

去
る
、
４
月
10
日
に
入
学
式
を
行
い
、
新
入
生
４
１
４

人
を
迎
え
ま
し
た
。
５
月
14
日
に
は
、
昨
年
で
き
な
か
っ

た
恩
賜
記
念
大
運
動
会
を
開
催
し
、
併
せ
て
、
１
年
生
は
、

大
運
動
会
の
広
報
活
動
で
あ
る
パ
レ
ー
ド
を
前
日
の
13
日

に
行
い
ま
し
た
。
生
徒
は
、
２
年
振
り
の
開
催
で
経
験
が

乏
し
く
、
逆
境
の
中
に
あ
り
ま
し
た
が
、
本
領
を
発
揮
し
、

し
っ
か
り
と
や
り
遂
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
應
援
団
長
の
全

身
で
表
現
す
る
エ
ー
ル
、
本
黌
生
の
主
体
的
で
、
こ
こ
ぞ

と
言
う
と
き
に
見
せ
る
集
中
力
は
す
ば
ら
し
い
も
の
が
あ

る
と
実
感
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
３
月
の
卒
業
生
の
進
路
実
績
等
も
、
生
徒
と
職
員

の
１
年
次
か
ら
の
継
続
的
な
努
力
に
よ
り
、
熊
本
地
震
の

影
響
で
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
し
た
が
、
す
ば
ら
し
い

成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
多
士
会
館
を
夜
間
・
休
日
に
も

開
放
し
て
い
た
だ
き
、
学
習
の
場
を
提
供
い
た
だ
い
た
こ

と
も
好
影
響
を
与
え
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
本
黌
建
学
の
精
神
で
あ
り
ま
す
三
綱
領
を
根

幹
と
し
て
、
文
武
両
道
の
気
風
を
尊
重
し
、
ス
ー
パ
ー
グ

ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
事
業
等
の
先
進
的

な
取
り
組
み
を
導
入
し
な
が
ら
、
一
つ
一
つ
の
教
育
活
動

を
着
実
に
実
践
し
、
変
化
の
激
し
い
時
代
に
あ
っ
て
、
問

題
発
見
・
解
決
能
力
等
を
身
に
付
け
た
社
会
に
貢
献
で
き

る
人
材
・
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
指
し
、
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
済
々
黌
同
窓
会
の
ま
す
ま
す

の
御
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

人
吉
市
出
身
。
熊
本
県
立
人
吉
高
校
、
高
知
大
学
卒
業
。

教
科
は
理
科
（
生
物
）。
57
歳
。

Ｈ
17
年
４
月　

県
立
教
育
セ
ン
タ
ー
指
導
主
事
（
理
科
研
修
室
）

Ｈ
20
年
４
月　

県
立
教
育
セ
ン
タ
ー
主
幹
（
理
科
研
修
室
）

Ｈ
22
年
４
月　

県
立
熊
本
西
高
校
教
頭

Ｈ
23
年
４
月　

県
立
荒
尾
高
校
教
頭

Ｈ
24
年
4
月　

県
立
熊
本
工
業
高
校
副
校
長

Ｈ
24
年
５
月　

県
立
小
国
高
校
校
長

Ｈ
26
年
４
月　

県
立
宇
土
高
校
・
宇
土
中
学
校
長

Ｈ
29
年
４
月　

現
職

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
、
在
黌
生
及
び
同
心

会
を
ご
支
援
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
熊
本
地
震
に
よ
り
、
済
々
黌
に
も
多
数
の
方
々

が
避
難
さ
れ
た
り
、
大
運
動
会
、
そ
の
他
の
諸
行
事
が
中
止
、

あ
る
い
は
変
更
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
生
徒
た
ち
の
生
活

に
も
多
大
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
不
利
な

状
況
で
も
、
平
成
29
年
卒
業
の
生
徒
は
、
そ
の
逆
境
を
乗

り
越
え
、
良
好
な
進
学
実
績
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

れ
も
同
窓
会
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
高
校
時
代
が
人
生
に
お
い
て
、
重
要
な
時
期
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
な
か
に
お

い
て
、
生
徒
た
ち
は
、
非
認
知
的
能
力
（
意
欲
、
協
調
性
、

粘
り
強
さ
、
忍
耐
力
、
計
画
性
な
ど
）
と
認
知
的
能
力
（
学

習
能
力
）
を
伸
ば
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

前
者
に
つ
い
て
は
、
三
綱
領
を
基
と
し
た
学
校
行
事
、

部
活
動
な
ど
を
通
じ
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
同
精
神
を
体
現

さ
れ
る
同
窓
会
の
皆
様
の
ご
活
躍
、
ご
支
援
が
生
徒
を
振

る
い
立
た
せ
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

　

後
者
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
伸
ば
す
方
法
を
考
え
る
た
め

に
、
そ
れ
を
構
成
す
る
要
素
を
数
式
化
す
れ
ば
、
次
の
と

お
り
だ
と
思
い
ま
す
。

「
Ｙ
（
学
力
）
＝
Ａ
（
学
習
時
間
）
×
Ｘ
（
集
中
力
・
危
機

感
・
勉
強
法
）
＋
Ｂ
（
環
境
）」

　

集
中
力
・
危
機
感
は
、
生
徒
が
、
目
標
に
向
か
っ
て
一

生
懸
命
に
頑
張
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
得
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
勉
強
法
は
、
外
部
か
ら
提
案
は
で
き
ま
す
が
、
や
は

り
最
後
は
生
徒
が
試
行
錯
誤
の
な
か
で
自
分
に
合
う
方
法

を
獲
得
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
学
習
時
間
は
あ
る
意
味
、
機
械
的
に

確
保
し
易
い
要
素
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
点
で
、
同
窓
会

が
、
多
士
会
館
を
夜
９
時
ま
で
開
放
さ
れ
、
多
数
の
生
徒
に
、

よ
り
多
く
学
習
で
き
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
は
、
生
徒
た
ち
の
能
力
を
伸
ば
す
た
め
に
大
変
有
益

で
意
義
が
あ
る
こ
と
で
す
。

　

同
窓
会
に
お
か
れ
て
は
、
会
館
開
放
以
外
に
も
、
生
徒

の
た
め
に
な
る
様
々
な
催
し
を
計
画
実
行
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
生
徒
を
中
心
に
、
学
黌
（
先

生
方
）、
同
窓
会
、
そ
し
て
同
心
会
の
三
者
が
、
済
々
黌
の

た
め
に
、
強
固
な
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
を
組
み
、
よ
り
高
い

レ
ベ
ル
へ
と
昇
っ
て
い
け
ま
す
よ
う
、
何
卒
ご
協
力
の
ほ

ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

Ｓ
59
年
３
月　

熊
本
県
立
済
々
黌
高
校
卒
業

Ｈ
元
年
３
月　

九
州
大
学
法
学
部
卒
業

Ｈ
２
年
11
月　

司
法
試
験
合
格

Ｈ
５
年
４
月　

弁
護
士
登
録
（
熊
本
県
弁
護
士
会
）

Ｈ
29
年
４
月　

県
弁
護
士
会
会
長

三
綱
領
の
下
、

　
　

新
し
い
風
を
捉
え
て
進
む

同
窓
会
活
動
の

　
　
　
　

推
進
に
向
け
て

強
固
な
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
り
高
み
へ

の
逼
迫
し
た
財
政
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
、
昨
年
か
ら

同
窓
会
会
報
に
広
告
を
掲
載
さ
せ
て
頂
く
と
と
も
に
、
郵

便
局
だ
け
で
な
く
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
入
で
き
る
同
窓
会
費

と
多
士
会
館
維
持
会
費
の
振
込
用
紙
を
同
封
さ
せ
て
頂
い

た
結
果
、
収
入
増
加
を
実
現
で
き
、
財
政
状
況
改
善
の
方

向
に
舵
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
多
士
会
館
の
活
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
時
の

同
心
会
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
会
長
の
野
口
伸
三
さ
ん
（
Ｓ
53
）
の

提
案
に
基
づ
き
、
平
成
28
年
７
月
、
多
士
会
館
の
平
日
の

開
館
時
間
を
午
後
７
時
ま
で
か
ら
午
後
９
時
ま
で
に
延
長

し
た
と
こ
ろ
、
毎
日
、
多
数
の
在
黌
生
が
自
習
の
た
め
に

来
館
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
正
確
に
は
、
今
年
５
月

１
か
月
間
の
在
黌
生
の
利
用
者
は
、
２
９
５
４
人
、
１
日

平
均
98
人
で
あ
っ
て
、
５
月
22
日
（
月
）
の
利
用
者
は
、

２
１
８
人
に
達
し
、
多
士
会
館
の
１
～
３
階
が
在
黌
生
で

溢
れ
る
と
い
う
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
今
年
１
月
か
ら
多
士
会
館
で
毎
週
１
回
、

主
と
し
て
在
黌
生
を
対
象
と
し
、
英
字
新
聞
の
社
説
を
教

材
と
し
て
、
米
国
人
ネ
イ
テ
ィ
ブ
に
よ
る
オ
ー
ル
英
語
使

用
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ク
ラ
ス（
略

し
て
Ｅ
Ｄ
Ｃ
）
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
３
月
、
恩
賜
記
念
賞
を
受
賞
し
、
首
席
で
卒
業
し

た
棡い

ず
り
は葉

千
花
さ
ん
か
ら
は
、
多
士
会
館
で
自
習
が
で
き
Ｅ

Ｄ
Ｃ
に
も
参
加
で
き
た
こ
と
に
つ
い
て
心
か
ら
感
謝
し
て

い
る
旨
の
手
紙
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
母
黌
の
今
年
の
大
学
進
学
状
況
は
、
快
挙
で

し
た
。
特
に
、
東
大
合
格
者
は
５
人
で
、
そ
の
う
ち
３
人

は
現
役
合
格
で
あ
り
、
こ
の
５
人
は
い
ず
れ
も
同
窓
会
が

財
政
支
援
し
た
母
黌
の
２
年
生
対
象
の
東
大
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
参
加
事
業
の
参
加
者
で
し
た
。
ま
た
、
阪
大

合
格
19
人
は
、
九
州
の
高
校
で
最
高
の
成
果
で
し
た
。
同

窓
会
と
し
て
は
、
引
続
き
母
黌
と
密
接
な
連
携
を
保
ち
つ

つ
、
今
後
も
母
黌
が
名
門
で
有
り
続
け
る
た
め
に
必
要
な

支
援
を
可
能
な
限
り
行
っ
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

済
々
黌
高
校 

第
31
代
黌
長

竹
下 

文
則

済
々
黌
同
窓
会 
第
10
代
会
長

野
口 
敏
夫（
Ｓ
38
）

同
心
会 

会
長

宮
田 

房
之（
Ｓ
59
）
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昨
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
か
ら
、
１
年
４

か
月
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
復
興
や
復
旧
、
そ
の

支
援
に
取
り
組
む
同
窓
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

（
文
・
写
真
：
田
上
賢
祐
・
Ｓ
49

熊
本
城
写
真
：
猪 

献
一
郎
・
Ｓ
49
）

熊
本
城
復
興
を
支
援
す
る

― 

三
角 

保
之
さ
ん
（
Ｓ
34
）

被
災
地
と
福
岡
の
「
つ
な
ぎ
役
」
を
果
た
す

 

― 

宮
原 

佳
子
さ
ん
（
Ｓ
59
）

阿
蘇
神
社
復
旧
を
経
理
面
で
支
え
る

― 

佐
伯 

紀
行
さ
ん
（
Ｓ
37
）

熊
本
市
動
植
物
園
の
復
旧
を
進
め
る
同
窓
コ
ン
ビ

― 

園　

長 

岡
﨑 

伸
一
さ
ん
（
Ｓ
52
）

獣
医
師 

松
本 

充
史
さ
ん
（
Ｈ
３
）

　

九
州
新
幹
線
の
開
通
で
、
熊
本
市

と
最
短
30
分
余
で
結
ば
れ
た
福
岡
市
。

熊
本
地
震
で
、「
熊
本
を
助
け
た
い
」

「
福
岡
の
人
に
助
け
て
ほ
し
い
」
と
す

る
声
が
熊
本
県
福
岡
事
務
所
（
福
岡

市
）
に
殺
到
し
、
所
長
代
理
を
務
め

る
同
窓
の
宮
原
佳
子
さ
ん
（
Ｓ
59
）
は
、

そ
の
「
つ
な
ぎ
役
」
に
な
っ
て
い
る
。

　

熊
本
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
は
昨
年
の
大

型
連
休
後
か
ら
相
次
い
だ
。
交
通
網

が
寸
断
さ
れ
、
観
光
客
は
激
減
、
店

舗
や
家
、
販
売
先
が
被
災
し
た
り
し

て
、
農
産
品
や
加
工
品
の
販
路
も
直

　

事
業
費
６
３
４
億
円
。
天
守
閣
を

３
年
で
、
全
体
を
20
年
か
け
て
再
建

す
る
―
―
熊
本
市
の
熊
本
城
復
旧
計

画
を
、
同
窓
の
元
熊
本
市
長
・
三
角

保
之
さ
ん
（
Ｓ
34
）
ら
が
後
押
し
し

て
い
る
。
熊
本
城
顕
彰
会
の
会
長
に

加
え
、
地
震
の
後
に
結
成
さ
れ
た
「
熊

本
城
復
興
を
支
援
す
る
み
ん
な
の
会
」

の
会
長
と
し
て
、
協
力
を
呼
び
か
け

て
い
る
。

　

市
長
在
任
中
（
平
成
６
年
～
14

年
）、
観
光
客
が
落
ち
込
ん
で
い
た

熊
本
城
の
復
元
整
備
事
業
に
着
手
し

た
。
１
万
円
以
上
を
寄
付
す
る
と
、「
城

主
証
」
が
交
付
さ
れ
る
「
一
口
城
主
」

制
度
を
創
設
し
、
国
か
ら
の
補
助
も

活
用
。
事
業
の
一
部
は
市
長
退
任
後

も
引
き
継
が
れ
、
平
成
20
年
の
築
城

４
０
０
年
祭
の
目
玉
と
な
っ
た
本
丸

御
殿
の
復
元
に
つ
な
が
っ
た
。
熊
本

城
へ
の
思
い
入
れ
は
人
一
倍
、
強
い
。

　

み
ん
な
の
会
は
地
震
発
生
か
ら
間

も
な
く
、
同
窓
の
有
志
ら
が
集
ま
っ

て
発
足
し
た
。
昭
和
35
年
に
、
天
守

閣
の
再
建
を
祝
う
落
成
式
が
行
わ
れ

た
９
月
22
日
を
「
熊
本
城
の
日
」
と

す
る
よ
う
提
唱
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
。
昨
年
11
月
中
旬
に
は
、
本

震
直
後
の
熊
本
城
を
記
録
し
た
写
真

集
を
発
行
し
た
。

　

熊
本
市
は
昨
年
11
月
、「
一
口
城
主
」

震
災
復
興

特　集

を
刷
新
し
た
「
復
興

城
主
」
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。
み
ん
な
の

会
も
募
金
活
動
を
展

開
中
で
、
天
守
閣
を

型
取
っ
た
組
み
立
て

式
の
貯
金
箱
を
作
っ

た
の
も
ア
イ
デ
ア
の

一
つ
だ
。
顕
彰
会
は
、
昨
年
10
月
23

日
に
特
別
講
演
会
を
開
く
な
ど
講
演

会
活
動
や
会
報
の
発
行
を
通
じ
、
復

旧
を
訴
え
て
い
る
。

　

夫
人
の
恭
須
子
さ
ん
は
済
々
黌
の

▲復旧工事が行われている熊本城の天
守閣を背景に、写真集や貯金箱を手に
する三角さんと夫人の恭須子さん

▲熊本と福岡の「つなぎ役」を果た
す宮原さん

▲キリンに餌を与える岡﨑さん（右）
と松本さん

▲復旧の現状を知らせるチラシを持つ佐伯さん。
背後にあった拝殿は解体されている

同
級
生
。「
熊
本
城
は
熊
本
の
シ
ン
ボ

ル
。
同
窓
生
の
皆
さ
ん
方
も
、
市
の

復
興
城
主
に
少
し
で
も
協
力
し
て
も

ら
え
れ
ば
」
と
語
る
三
角
さ
ん
の
横

で
、
恭
須
子
さ
ん
が
う
な
づ
い
た
。

　
「
早
く
全
面
開
園
で
き
ま
す
よ
う

に
」「
部
分
再
開
し
て
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
」。
熊
本
地
震
で
被
災
し

た
熊
本
市
動
植
物
園
。
２
月
に
部
分

開
園
し
た
後
の
大
型
連
休
中
、
入
園

者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

こ
う
し
た
励
ま
し
が
返
っ
て
き
た
。

「
あ
り
が
た
い
と
感
じ
た
」
と
語
る
園

長
の
岡
﨑
伸
一
さ
ん
（
Ｓ
52
）
と
園

の
獣
医
師
の
松
本
充
史
さ
ん
（
Ｈ
３
）

は
同
窓
コ
ン
ビ
だ
。

　

被
害
額
は
８
億
８
０
０
０
万
円
に

上
る
。
市
の
一
部
に
は
、
被
災
を
機

に
従
来
の
再
編
整
備
を
進
め
る
意
見

も
あ
っ
た
が
、
岡
﨑
さ
ん
は
「
早
く

開
園
す
る
に
は
、
元
に
戻
す
の
が
一

番
だ
」
と
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
な
く
、

リ
セ
ッ
ト
を
主
張
し
、
そ
の
方
針
に

決
ま
っ
た
。

　

阿
蘇
市
の
阿
蘇
神
社
は
、
熊
本
地

震
で
倒
壊
し
た
拝
殿
が
解
体
さ
れ
て

い
た
。
同
様
に
全
壊
の
楼
門
は
覆
屋

の
中
で
解
体
工
事
が
行
わ
れ
、
復
旧

に
向
け
て
歩
み
始
め
て
い
る
。
神
社

で
経
理
を
担
当
し
て
い
る
佐
伯
紀
行

さ
ん
は
昭
和
37
年
卒
の
同
窓
。
復
旧

資
金
を
確
保
す
る
た
め
、
奮
闘
し
て

い
る
。

　

佐
伯
さ
ん
は
現
在
の
熊
本
銀
行
に

勤
務
。
10
年
前
、
関
連
会
社
を
最
後

に
退
職
し
、
郷
里
の
阿
蘇
に
戻
る
と
、

経
験
を
買
わ
れ
て
神
社
か
ら
声
が
か

か
っ
た
。
そ
し
て
、
昨
年
４
月
16
日

未
明
に
発
生
し
た
本
震
。
夜
明
け
を

待
っ
て
神
社
に
駆
け
つ
け
、
浮
か
ん

で
き
た
光
景
は
「
最
悪
」
だ
っ
た
。

　

楼
門
を
は
じ
め
、
重
要
文
化
財
の

建
造
物
６
棟
を
復
旧
す
る
総
事
業
費

は
９
億
３
０
０
０
万
円
（
概
算
）。
国

と
県
、
市
の
補
助
を
受
け
、
平
成
34

年
度
ま
で
の
完
了
を
見
込
ん
で
い
る
。

拝
殿
な
ど
そ
の
他
の
建
造
物
は
目
標

と
す
る
33
年
度
ま
で
に
、
８
億
円
（
概

算
）
の
総
事
業
費
を
自
前
で
調
達
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

　

神
社
は
復
旧
事
業
奉
賛
会
を
設
置

し
、
一
般
か
ら
の
寄
付
と
、
県
の
承

認
を
受
け
、
税
控
除
の
対
象
に
な

る
指
定
寄
付
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

８
億
円
の
う
ち
４
億
円
は
指
定
寄
付

で
賄
い
た
い
考
え
だ
。

　

通
常
の
神
社
会
計
、
復
旧
の
寄
付

金
関
係
、
補
助
事
業
関
係
。
三
つ
の

会
計
の
管
理
な
ど
を
任
さ
れ
て
い
る
。

「
銀
行
時
代
の
経
験
が
十
分
に
生
き
て

い
ま
す
」
と
語
り
、「
天
か
ら
与
え
ら

れ
た
使
命
と
思
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
」

と
も
。

　

済
々
黌
時
代
は
野
球
部
に
在
籍
。

入
学
し
た
昭
和
34
年
の
前
年
、
セ
ン

バ
ツ
高
校
野
球
で
全
国
優
勝
し
た
投

手
の
城
戸
博
さ
ん
（
Ｓ
34
）
ら
先
輩

た
ち
が
卒
業
後
、
休
み
の
度
に
帰
省

し
て
練
習
に
参
加
し
た
。「
そ
の
当
時

に
鍛
え
ら
れ
た
気
力
、
体
力
が
今
も

残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」。
復
旧
を

果
た
し
て
、
阿
蘇
が
に
ぎ
わ
い
を
取

り
戻
す
ま
で
、「
ま
だ
ま
だ
頑
張
れ
そ

う
で
す
」
と
結
ん
だ
。

　

部
分
開
園
は
土
日
祝
日
だ
け
で
、

敷
地
全
体
の
４
割
程
度
に
限
っ
て
始

ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
入
園
者
は
地
震

前
の
同
じ
時
期
の
週
末
と
の
対
比
で
、

４
割
ほ
ど
増
え
た
と
い
う
。
部
分
開

園
の
初
日
、
ゾ
ウ
が
「
パ
オ
ー
」
と

鳴
い
た
の
を
、
岡
﨑
さ
ん
は
覚
え
て

い
る
。
約
10
か
月
の
休
園
中
、
そ
ん

な
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
た
く
さ
ん
の

人
が
や
っ
て
来
て
、
喜
ん
だ
の
で
は

な
い
か
」
と
思
え
て
な
ら
な
い
。

　

松
本
さ
ん
は
診
療
教
育
班
に
所
属
。

昨
年
５
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、
羊

な
ど
の
動
物
を
連
れ
て
行
く
「
移
動

動
物
園
」
を
小
学
校
、
幼
稚
園
、
保

育
園
の
計
35
か
所
で
開
い
た
。

　

休
園
中
の
動
物
を
飼
育
し
、
動

物
と
ふ
れ
合
う
子
ど
も
た
ち
を
見

て
、
松
本
さ
ん
は
動
植
物
園
の
役
割

を
問
い
続
け
た
。「
動
物
自
体
の
こ

と
、
自
然
の
こ
と
、
自
分
た
ち
の
環

境
の
こ
と
。
動
物
の
飼
育
だ
け
で
は

な
く
、
動
物
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た

ち
が
自
分
で
考
え
る
た
め
の
足
が
か

り
を
作
っ
て
あ
げ
る
こ
と
だ
」
と
考

え
る
に
至
っ
た
。

撃
を
受
け
た
。「
ど
こ
か
売
れ
る
場
所

は
な
い
か
」「
机
一
つ
で
も
い
い
か
ら
、

売
ら
せ
て
ほ
し
い
」。
熊
本
か
ら
日
帰

り
で
き
る
大
都
市
圏
に
救
い
を
求
め

た
。

　

宮
原
さ
ん
ら
は
「
こ
れ
に
応
え
な

け
れ
ば
、
福
岡
事
務
所
の
存
在
価
値

は
な
い
」
と
の
思
い
で
、
参
加
業
者

を
募
り
、
福
岡
市
の
繁
華
街
・
天
神

や
Ｊ
Ｒ
博
多
駅
前
で
、
熊
本
の
観
光

物
産
展
を
何
度
も
開
催
し
た
。
支
援

に
乗
り
出
し
た
九
州
電
力
や
西
鉄
グ

ル
ー
プ
、
福
岡
市
の
デ
パ
ー
ト
な
ど

　

目
標
と
し
て
い
る
来
年
４
月
の
全

面
開
園
の
の
ち
、「
い
ま
ま
で
以
上

に
、
き
っ
か
け
づ
く
り
の
場
を
提
供

し
、
動
植
物
園
は
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
が
育
つ
中
で
、
な
く
て
は
な
ら

な
い
場
所
で
あ
り
た
い
」
と
締
め
く

く
っ
た
。
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ぶ
親
族
の
墓
石
が
倒
れ
た
。
江
副
さ

ん
は
大
正
10
年
創
業
の
「
江
副
石
材

工
業
」
の
４
代
目
社
長
。
同
窓
会
か

ら
連
絡
が
あ
っ
た
昨
年
５
月
は
、
毎

日
１
０
０
件
か
ら
１
５
０
件
も
修
復

の
依
頼
が
殺
到
し
て
い
た
頃
だ
っ
た
。

「
分
か
り
ま
し
た
。
た
だ
時
間
を
く
だ

さ
い
」
と
答
え
た
が
、
現
地
を
見
て
、

頭
を
抱
え
込
ん
だ
。

　

墓
は
階
段
を
上
が
っ
た
場
所
に
あ

り
、
ブ
ロ
ッ
ク
が
周
囲
を
囲
み
、
木

が
生
い
茂
っ
て
い
る
。
大
型
ク
レ
ー

ン
や
自
走
式
の
ク
レ
ー
ン
は
使
え
な

か
っ
た
。
盆
前
に
、
ど
う
に
か
墓

標
は
元
に
戻
し
た
も
の
の
、
そ
れ
以

外
は
手
つ
か
ず
だ
っ
た
。
作
業
を
再

開
し
た
の
は
昨
年
12
月
。
江
副
さ
ん

自
身
と
従
業
員
の
２
人
が
、
滑
車
式

の
チ
ェ
ー
ン
ブ
ロ
ッ
ク
を
持
ち
込
み
、

何
度
も
場
所
を
移
動
さ
せ
な
が
ら
、

人
力
で
灯
籠
と
親
族
の
墓
石
を
修
復

し
た
。
１
日
が
か
り
だ
っ
た
。

　
「
お
待
た
せ
し
て
い
た
の
が
心
苦

し
か
っ
た
の
で
、
ホ
ッ
と
し
た
」
と

振
り
返
る
。
東
京
の
佐
々
家
か
ら
お

礼
の
菓
子
が
届
い
た
。
井
芹
先
生
の

作
業
も
終
わ
り
、
木
村
先
生
も
近
々
、

取
り
か
か
る
予
定
だ
。
福
岡
同
窓
会

な
ど
か
ら
、
復
旧
へ
寄
金
が
届
い
た

が
、「
も
と
も
と
は
無
料
で
さ
せ
て
も

ら
う
つ
も
り
だ
っ
た
」
と
し
て
、
採

算
は
度
外
視
し
た
。

　

高
校
時
代
は
野
球
部
で
活
躍
し
、

同
窓
生
で
つ
く
る
商
工
会
で
も
活
動

し
て
い
る
。「
母
黌
に
誇
り
を
持
ち
、

恩
義
を
感
じ
て
い
る
。
だ
か
ら
、（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
）
当
た
り
前
だ
と
考

え
た
。
私
に
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き

る
環
境
と
技
術
が
あ
っ
た
だ
け
で
す
」

と
述
べ
る
。

　
　
　
　
　

◇

　

会
社
に
は
、
１
８
０
０
件
か
ら

２
０
０
０
件
ほ
ど
の
依
頼
が
舞
い
込

み
、
完
全
に
応
じ
る
に
は
あ
と
２
年

は
か
か
る
だ
ろ
う
と
言
う
。
泣
き
な

が
ら
依
頼
し
て
く
る
人
、
工
事
が
終

わ
る
と
、
涙
を
流
し
て
お
礼
を
い
う

人
も
少
な
く
な
い
。「
被
災
者
は
心
に

も
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
。
お
墓

が
少
し
で
も
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な

る
よ
う
に
、
修
復
を
続
け
な
け
れ
ば

い
け
な
い
」
と
表
情
を
引
き
締
め
た
。

▶
熊
本
地
震
で
灯
籠
が
倒
れ
る
な
ど
し
た

佐
々
友
房
先
生
の
墓
（
平
成
28
年
４
月
15
日

撮
影
）

▶
佐
々
友
房
先
生
の
墓
を
修
復
し
た

江
副
さ
ん

　
「
明
日
は
勝
敗
よ
り
お
客
さ
ん
の

思
い
出
に
残
る
試
合
を
し
た
い
で

す
ね
」

　

巨
人
軍
と
し
て
11
年
ぶ
り
の
熊

本
開
催
と
な
っ
た
公
式
戦
（
対
ヤ

ク
ル
ト
、
熊
本
市
・
藤
崎
台
県
営

野
球
場
）
を
翌
日
に
控
え
た
４
月

17
日
、
宿
舎
へ
の
バ
ス
の
車
窓
か

ら
地
震
の
傷
跡
を
見
た
高
橋
由
伸

監
督
は
、
当
時
、
Ｇ
Ｍ
と
し
て
チ
ー

ム
に
帯
同
し
て
い
た
私
に
、
そ
う

話
し
て
く
れ
た
。

　

昨
年
、
熊
本
で
予
定
し
て
い
た

試
合
の
５
日
前
、
あ
の
地
震
が
起

き
た
。
最
初
の
地
震
後
は
「
こ
ん

な
時
だ
か
ら
こ
そ
」
と
開
催
を
目

　

熊
本
地
震
で
倒
れ
る
な
ど
し
た

佐
々
友
房
先
生
、
木
村
弦
雄
先
生
、

井
芹
経
平
先
生
の
墓
の
修
復
に
は
、

福
岡
同
窓
会
黄
壁
城
会
（
代
表
理

事
＝
中
川
昭
夫
・
Ｓ
42
）、
済
々
黌

同
窓
会
東
京
43
会
（
事
務
局
＝
五

島
秀
幸
）、
柴
田
久
さ
ん
（
Ｓ
44
）

か
ら
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

義
援
金
に
つ
い
て
、
ご
報
告
す

る
と
と
も
に
、
各
地
か
ら
お
見
舞

い
や
激
励
の
言
葉
を
多
数
頂
戴
し
、

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。（
事
務
局
）

指
し
た
が
、
次
の
本
震
で
断
念
し

た
。
そ
の
時
、
高
橋
監
督
は
「
来

年
は
状
況
が
許
せ
ば
必
ず
や
り
ま

し
ょ
う
」
と
話
し
て
い
た
の
だ
。

　

立
岡
宗
一
郎
（
鎮
西
高
）、
長
野

久
義
（
筑
陽
学
園
高
）
の
九
州
出

身
コ
ン
ビ
も
想
い
は
同
じ
だ
っ
た
。

試
合
前
日
に
益
城
町
の
小
学
校
を

訪
問
し
、
子
供
た
ち
と
の
交
流
会

に
参
加
し
た
。
２
人
は
「
僕
ら
が

元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
」
と
感
慨

深
げ
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
チ
ー
ム
関
係
者
の
思
い

が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た
試
合
は
好

天
に
も
恵
ま
れ
た
。
満
員
の
観
客

か
ら
は
選
手
の
奮
闘
ぶ
り
に
大
き

な
拍
手
と
声
援
を
頂
い
た
。

　

今
回
の
試
合
を
通
じ
、
チ
ー
ム

の
想
い
は
県
民
の
方
々
に
届
け
ら

れ
た
と
は
思
う
。
同
時
に
、
選
手

た
ち
も
お
客
さ
ん
か
ら
頂
い
た
元

気
を
活
力
に
、
残
り
の
シ
ー
ズ
ン

を
戦
っ
て
く
れ
る
も
の
と
願
っ
て

い
る
。　
　
　
（
堤 

辰
佳
・
Ｓ
59
）

　

堤
さ
ん
は
前
読
売
巨
人
軍
取
締
役
編

成
本
部
長
兼
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
Ｇ

Ｍ
）。

　

慶
応
大
学
で
、
体
育
会
野
球
部
主
将
。

平
成
元
年
、
読
売
新
聞
社
入
社
。
編
集

局
社
会
部
次
長
、
運
動
部
長
、
読
売
巨

人
軍
広
報
部
長
、
統
括
部
長
、
Ｇ
Ｍ
補

佐
な
ど
を
経
て
、
平
成
27
年
５
月
に
Ｇ

Ｍ
に
就
任
。
現
在
、
読
売
新
聞
グ
ル
ー

プ
本
社
社
長
室
次
長
。

選手の奮闘に拍手と声援 〜 昨年中止、11 年ぶりの巨人戦
佐
々
友
房
先
生
の
墓
を
修
復
し
た

 

― 

江
副 

弘
幸
さ
ん
（
Ｈ
９
）

　

熊
本
地
震
で
、
熊
本
市
中
央
区
黒

髪
の
小
峯
墓
地
に
あ
る
、
学
黌
創
立

者
の
佐
々
友
房
先
生
（
第
２
代
黌
長
）、

木
村
弦
雄
先
生
（
第
３
代
黌
長
）、
井

芹
経
平
先
生
（
第
５
代
黌
長
）
の
墓

が
倒
れ
る
な
ど
の
被
害
が
出
た
。
同

窓
会
か
ら
修
復
の
依
頼
を
受
け
た
江

副
弘
幸
さ
ん（
Ｈ
９
）は「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
や
ら
せ
て
ほ
し
い
」
と
引
き
受

け
、
工
事
を
終
え
て
、「
修
復
に
携
わ

る
こ
と
が
出
来
た
の
を
光
栄
に
思
っ

て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　

母
黌
を
見
下
ろ
す
高
台
に
広
が
る

小
峯
墓
地
。
佐
々
先
生
の
墓
は
墓
標

が
ず
れ
、
両
脇
の
灯
籠
や
近
く
に
並

と
の
調
整
役
を
果
た
し
た
。

　

観
光
物
産
展
を
訪
れ
た
福
岡
市
民

か
ら
、「
大
変
だ
っ
た
ね
」「
応
援
し

て
い
る
よ
」
と
声
を
か
け
ら
れ
、
感

激
し
た
業
者
が
い
た
。「
ク
ー
ル
だ
と

思
っ
て
い
た
福
岡
の
人
た
ち
の
熱
い

気
持
ち
を
感
じ
た
」と
宮
原
さ
ん
。「
阪

神
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
を
み
て

も
、
熊
本
は
こ
れ
か
ら
も
息
の
長
い

取
り
組
み
が
必
要
。
立
場
や
役
割
は

違
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
頑
張
っ
て
行

き
ま
し
ょ
う
」
と
力
を
込
め
た
。

▲対戦は３－０で巨人が勝利。打席は旧田浦町
出身の立岡宗一郎選手

　

大
地
震
の
恐
怖
は
実
際
に
経

験
し
た
人
し
か
分
か
ら
な
い
部

分
が
多
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し

故
郷
を
想
う
気
持
ち
は
遠
く
離

れ
て
い
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

「
何
か
少
し
で
も
熊
本
の
役
に
立

ち
た
か
ね
」。
こ
の
基
金
は
昭
和

59
年
卒
の
首
都
圏
在
住
者
が
熊

本
地
震
直
後
に
集
ま
っ
た
際
の

一
言
が
発
端
で
し
た
。

　

石
橋
和
典
君
を
代
表
と

し
て
寄
付
を
呼
び
か
け
、

銀
行
口
座
を
開
設
し
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
で
広
報
し
ま

し
た
。
欧
米
在
住
の
同
級

生
も
協
力
し
て
英
文
を
作

成
し
、
海
外
フ
ァ
ン
ド
を

立
ち
上
げ
、
国
内
外
か
ら

３
５
０
万
円
超
の
寄
付
が

集
ま
り
ま
し
た
。
他
学
年

で
賛
同
し
て
く
れ
る
仲
間

も
増
え
、
支
援
先
探
し
は

熊
本
在
住
の
同
級
生
が
奔

走
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
温
か
い
一

品
を
。
熱
気
球
を
益
城
の

空
に
飛
ば
そ
う
。
夏
祭
り

や
音
楽
行
事
を
応
援
。
仮

設
住
宅
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流

etc.

。
支
援
先
は
す
で
に
10

件
を
超
え
ま
し
た
。
行
政

昭
和 

　
　年
卒

熊
本
地
震
59
復
興
基
金

▲「熊本地震 59復興基金」の活動

や
公
的
機
関
は
対
応
し
に
く
い

ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
信
じ
、
活
動

を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
の
基
金
ペ
ー
ジ
を
検
索
し
て

活
動
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
と
う

れ
し
い
で
す
。

（
坂
本 

英
二
・
Ｓ
59
）

59
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済々黌創立
135周年特

集

　

済
々
黌
設
立
の
年
に

生
ま
れ
て
、
済
々
黌
に

入
学
、
熊
本
中
学
、
東

京
美
術
学
校
を
卒
業
後
、

熊
本
中
学
の
美
術
教
師

を
務
め
る
傍
ら
、
熊
本

の
町
並
み
を
描
い
た
日

本
画
家
に
、
甲
斐
青せ

い
ひ
ょ
う萍

が
い
る
。
そ
の
「
甲
斐

青
萍
熊
本
町
並
画
集
」

が
３
月
、
熊
本
日
日
新

聞
社
か
ら
発
行
さ
れ
た
。

熊
本
大
学
名
誉
教
授
の

伊
藤
重
剛
さ
ん
（
Ｓ
45
）

が
編
著
を
担
当
し
た
。

表
紙
絵
に
は
、
現
在
の

熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス

ル
（
熊
本
市
中
央
区
城

東
町
）
の
場
所
に
あ
っ

た
済
々
黌
の
黌
舎
な
ど

が
描
写
さ
れ
て
い
る
。

　

済
々
黌
の
１
３
５
年
の
歩
み
の
う
ち
、
戦
前
、
戦
時
中
、
終
戦
直
後
は
激
動
の

時
代
だ
っ
た
。
こ
の
頃
に
済
々
黌
に
学
ん
だ
方
々
の
思
い
や
体
験
を
紹
介
す
る
。

こ
う
し
た
ご
苦
難
の
上
に
、
戦
後
の
平
和
や
母
黌
の
発
展
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。

草
創
期

甲
斐
青
萍
が
描
い
た

明
治
の
熊
本

手
取
本
町
、上
通
り
、済
々
黌

激
動
期

戦
前
～

終
戦
直
後

創
立
～

大
正
時
代

　

創
立
１
３
５
周
年
を
祝
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
ア
メ
リ
カ
・
ハ
ワ
イ
在
住

の
早
瀬
登
さ
ん
（
87
歳
）
か
ら
届
い
た
。

昭
和
17
年
に
中
学
済
々
黌
に
入
学
し
、

翌
年
、
広
島
市
に
あ
っ
た
広
島
陸
軍

幼
年
学
校
に
入
校
。
済
々
黌
に
在
籍

し
た
の
は
短
か
っ
た
が
、
菊
池
神
社

を
往
復
す
る
徒
歩
参
拝
、
農
家
で
の

勤
労
奉
仕
、
陸
軍
幼
年
学
校
受
験
に

向
け
た
放
課
後
の
補
習
…
。
様
々
な

思
い
出
が
浮
か
ぶ
と
い
う
。

　

こ
の
年
、
済
々
黌
か
ら
広
島
陸
軍

幼
年
学
校
に
進
ん
だ
の
は
早
瀬
さ
ん

を
含
め
４
人
。
こ
の
中
の
沼
田
英
一

さ
ん
は
20
年
８
月
６
日
、
広
島
に
投

下
さ
れ
た
原
爆
で
被
爆
し
、
熊
本
に

帰
り
着
い
た
の
ち
、
翌
９
月
に
死
亡

し
た
。
早
瀬
さ
ん
は
６
日
ま
で
休
暇

中
で
難
を
免
れ
た
が
、
翌
７
日
に
広

島
市
に
入
り
、
入
市
被
爆
し
た
。

　

終
戦
後
、
済
々
黌
に
は
復
学
せ
ず
、

大
分
県
佐
伯
市
の
県
立
佐
伯
中
学
校

（
現
・
佐
伯
鶴
城
高
校
）
を
卒
業
。
東

京
で
働
い
た
後
、
55
年
に
ハ
ワ
イ
に

渡
っ
た
。
現
在
、
ホ
ノ
ル
ル
市
内
に

あ
る
マ
キ
キ
日
本
海
軍
・
日
本
人
墓

地
を
守
る
活
動
な
ど
を
行
う
「
ハ
ワ

イ
明
治
会
」
の
会
長
を
務
め
て
い
る
。

　

太
平
洋
戦
争
の
開
戦
か
ら
75
年
目

の
昨
年
12
月
、
ハ
ワ
イ
の
真
珠
湾
を

訪
問
し
た
安
倍
首
相
が
同
墓
地
を
参

　済々黌は明治 15 年（1882 年）、佐々
友房先生、飯田熊太先生らが三綱領の「三
育主義」を掲げて創設され、今年で 135
周年を迎えた。33 年に第一済々黌と第二
済々黌に分かれ、県立に移管。翌年、それ
ぞれ県立中学済々黌、県立熊本中学校（現・
熊本高校）と改称したのち、現在の県立
済々黌高校となったのは戦後の昭和 23 年。
この時代までを中心に歴史を振り返った。

（田上 賢祐・Ｓ 49）

　

こ
の
頁
に
登
場
し
て
い
る
２
人

の
似
顔
絵
の
モ
デ
ル
が
お
分
か
り

だ
ろ
う
か
。
明
治
か
ら
大
正
に
か

け
て
の
済
々
黌
に
ゆ
か
り
が
あ
る

人
物
だ
。
英
語
を
教
え
た
と
さ
れ

る
文
豪
の
夏
目
漱
石
、
母
黌
に
来

黌
し
た
中
国
の
革
命
家
の
孫
文
だ
。

漱
石
は
１
８
６
７
年（
慶
応
３
年
）

の
生
誕
か
ら
今
年
で
１
５
０
年
、
孫

文
が
辛
亥
革
命
の
末
、
１
９
１
２
年

（
明
治
45
年
）
に
中
華
民
国
を
設
立
し

て
１
０
５
年
。
と
も
に
節
目
の
年
を

迎
え
て
い
る
。

　

漱
石
に
つ
い
て
は
、「
濟
々
黌
百
年

史
」（
昭
和
57
年
発
行
）
に
、「
漱
石

と
濟
々
黌
」
と
題
し
た
奥
村
政
雄
さ

ん
（
明
治
31
年
卒
）
の
回
想
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
20
年

前
の
創
立
80
周
年
記
念
号
か
ら
の
転

載
だ
。「
漱
石
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
ほ

ん
と
う
の
英
語
に
接
し
た
よ
う
な
気

が
し
た
」
な
ど
と
綴
っ
て
い
る
。

　

漱
石
は
１
８
９
６
年
か
ら
約
４
年

３
か
月
間
、旧
制
第
五
高
等
学
校
（
現
・

熊
本
大
）
の
英
語
科
教
授
を
務
め
た
。

た
だ
、
母
黌
で
の
講
師
説
に
は
諸
説

あ
る
こ
と
も
付
記
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
熊
本
市
の
県
立
劇
場
館
長
の

姜
尚
中
さ
ん
（
Ｓ
44
）
が
著
書
で
漱

石
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
の
意
味

で
は
、
母
黌
と
の
つ
な
が
り

が
深
い
と
言
え
そ
う
だ
。

　

一
方
、
孫
文
が
母
黌
を
訪
問

し
た
の
は
中
華
民
国
設
立
の

翌
年
の
大
正
２
年
（
１
９
１
３

年
）。
当
時
の
井
芹
経
平
黌
長

ら
の
歓
迎
を
受
け
、
兵
式
体

操
や
撃
剣
の
訓
練
を
参
観
し
、

演
説
し
た
こ
と
が
百
年
史
に

　

似
顔
絵
の
作

者
は
福
岡
市
在

住
の
中
学
２
年
、

奥
村
門
土
君
。

奥
村
英
行
さ
ん

（
Ｓ
41
）
の
お
孫

さ
ん
だ
。
小
学
生
の
頃
か
ら
、「
モ
ン

ド
画
伯
」
の
愛
称
で
、
似
顔
絵
作
家
と

し
て
活
躍
。
平
成
26
年
に
は
、
初
の
作

品
集「
モ
ン
ド
君
」（
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
出
版
」

を
出
版
、
作
家
・
瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん
の

「
死
に
支
度
」（
懇
談
社
）
の
表
紙
絵
を

手
が
け
た
。「
文
學
界
」（
文
藝
春
秋
）、

東
京
新
聞
で
挿
絵
を
連
載
し
て
い
る
。

拝
し
た
際
は
、
先
導
役
と
説
明
役
を

果
た
し
た
。
墓
地
内
に
は
慰
霊
碑
が

建
立
さ
れ
て
お
り
、
早
瀬
さ
ん
は
「
日

米
の
絆
と
太
平
洋
の
永
遠
の
平
和
を

願
う
聖
地
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
大

切
に
守
ら
れ
て
い
く
と
信
じ
て
い
る
」

と
語
る
。

　

広
島
陸
軍
幼
年
学
校
へ
の
同
期
生

の
う
ち
、
他
の
２
人
も
す
で
に
病
没

し
、
早
瀬
さ
ん
１
人
に
な
っ
た
。
最

後
に
、
済
々
黌
へ
の
エ
ー
ル
を
お
願

い
す
る
と
、
電
話
口
か
ら
「
日
本

を
背
負
う
立
派
な
リ
ー
ダ
ー
が
育
ち
、

活
躍
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
の
言
葉
が
返
っ
て
き
た
。

　

我
々
学
年
は
戦
中
、
戦
後
の
学
制

変
革
に
よ
り
昭
和
21
年
、
22
年
の
二

手
に
分
か
れ
中
学
濟
々
黌
を
卒
業
し

た
の
で
双
黌
会
と
称
し
て
い
る
。
中

途
か
ら
の
転
校
生
も
含
め
約
３
５
０

人
、
40
％
く
ら
い
健
在
と
ま
で
は
い

か
な
い
も
の
の
ま
だ
生
き
て
い
て
今

年
中
に
大
半
の
仲
間
が
満
88
歳
米
寿

を
迎
え
る
。

　

我
々
は
昭
和
17
年
4
月
入
学
、
５

月
に
は
早
速
近
郊
へ
麦
刈
り
奉
仕
作

業
、
秋
に
な
る
と
稲
刈
り
、
翌
18
年

に
な
る
と
城
南
、
帯
山
の
飛
行
場
整

備
、 

19
年
９
月
か
ら
は
学
業
を
全
く

放
棄
し
て
健
軍
の
三
菱
飛
行
機
工
場

へ
学
徒
動
員
。
濟
々
黌
の
歴
史
の
中

で
も
最
も
勉
強
し
て
い
な
い
学
年
に

な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

10
年
ひ
と
昔
と
い
う
け
れ
ど
も
う

70
年
以
上
前
、
世
界
中
を
巻
き
込
ん

だ
大
戦
争
に
翻
弄
さ
れ
た
我
々
で
あ

る
が
、
そ
の
中
で
も
数
奇
な
人
生
を

記
録
さ
れ
て
い
る
。
記
念
写
真
も
残
っ

て
い
る
。

　

孫
文
は
、
演
説
で
自
身
の
世
界
観

や
中
日
両
国
の
関
係
に
言
及
し
、「
諸

君
は
前
途
有
望
の
青
年
に
し
て
、
多

大
な
る
将
来
を
有
せ
り
」
と
強
調
し

た
。
国
際
的
な
視
野
を
持
つ
こ
と
の

必
要
性
を
訴
え
た
の
は
、
母
黌
が
現

在
、
指
定
を
受
け
て
い
る
「
Ｓ
Ｇ
Ｈ
」

（
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
）
に
通
じ
る
よ
う
に
思
え
る
。

辿
っ
た
同
級
生
が
い
る
の
で
紹
介
し

よ
う
。
そ
の
名
は
古
賀
昭
三
君
、
昭

和
22
年
卒
で
あ
る
。
米
国
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
在
住
。
つ
い
此
の
間
４
月
に
『
こ

れ
が
最
後
に
な
る
か
も
』
と
来
日
、

熊
本
に
も
泊
ま
っ
た
の
で
同
ク
ラ
ス

の
も
の
を
中
心
に
10
人
近
く
が
集
ま

り
会
食
を
し
た
。
写
真
は
そ
の
時
の

も
の
で
あ
る
。

　

彼
の
話
に
よ
れ
ば
、
彼
の
父
君
が

ア
メ
リ
カ
留
学
中
に
彼
は
ア
メ
リ
カ

で
誕
生
、
そ
し
て
日
本
の
教
育
を
受

け
る
た
め
幼
少
の
こ
ろ
帰
国
し
て

壺
川
校
か
ら
濟
々
黌
に
入
学
、
卒

業
。
翌
23
年
に
渡
米
し
、
米
国
籍
と

な
る
。
と
こ
ろ
が
昭
和
25
年
に
朝
鮮

戦
争
勃
発
、
そ
の
年
に
召
集
さ
れ
『
第

３
０
０
野
砲
大
隊
』
に
所
属
、
仁
川

逆
上
陸
作
戦
を
は
じ
め
数
々
の
激
戦

に
参
加
し
た
そ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
後
24
か
月
従
軍
し
退
役
と
な

り
、
帰
国
後
退
役
者
に
与
え
ら
れ
る

奨
学
金
に
よ
り
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
ノ
ー
ス
リ
ッ
ジ
校
に
入
学
、
卒
業

後
ロ
ケ
ッ
ト
関
係
の
会
社
に
勤
務
、

現
在
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
近
郊
に
て
余
生

を
送
っ
て
い
る
。
従
軍
し
た
と
き
勲

章
を
も
ら
っ
た
の
で
そ
の
年
金
も

貰
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い
た
。

　

彼
は
今
ま
で
も
何
回
か
双
黌
会
全

国
大
会
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
わ
ざ
わ
ざ

出
席
し
て
く
れ
て
お
り
、
熊
本
、
濟
々

黌
に
対
す
る
思
い
の
深
さ
が
伝
わ
っ

て
く
る
。
昨
年
の
熊
本
大
地
震
の
と

き
も
い
ろ
い
ろ
気
を
使
っ
て
く
れ
感

謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

字
数
に
制
限
が
あ
り
十
分
に
意
を

尽
く
せ
ま
せ
ん
が
、
双
黌
会
に
つ
き

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
年

を
取
っ
て
思
う
こ
と
は
健
康
を
維
持

し
、
ぼ
け
な
い
た
め
に
は
気
の
置
け

な
い
仲
間
と
飲
ん
だ
り
、
駄
弁
っ
た

り
、
歌
っ
た
り
が
一
番
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。   

（ 

緒
方 

誠
一
郎
・
Ｓ
22
）

▶
前
列
中
央
が
古
賀
君

▶
ハ
ワ
イ
の
現
地
紙
の
紙
面
か
ら
。
安
倍
首

相
の
向
か
っ
て
左
隣
が
早
瀬
さ
ん

▶
「
甲
斐
青
萍
熊
本
町
並
画
集
」
の
表
紙
か
ら

▲伊藤重剛さん

双
黌
会
の
こ
と

ハ
ワ
イ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ



　

５
月
21
日
、
創
立
１
３
５
周

年
の
大
同
窓
会
が
熊
本
市
中
央

区
の
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル

で
開
か
れ
た
。
総
会
に
続
く
懇

親
会
に
は
、
約
９
５
０
人
が
参

集
。「
三
綱
領
」
を
唱
和
し
た
の

ち
、
野
口
敏
夫
会
長
（
Ｓ
38
）

が
登
壇
し
、
多
士
会
館
の
開
館

時
間
の
延
長
を
は
じ
め
、
こ
の

１
年
間
の
主
な
活
動
を
紹
介
、

財
政
健
全
化
策
に
も
触
れ
、「
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
、

一
層
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

　

今
年
の
タ
イ
ト
ル
は
「
復
黌

～
多
士
あ
る
と
こ
ろ
に
道
は
拓

け
る
～
」。
同
窓
生
た
ち
が
力
強

い
原
動
力
と
な
り
、
熊
本
地
震

で
被
災
し
た
郷
土
の
１
日
も
早

い
復
興
に
尽
く
し
て
い
こ
う
と

の
強
い
意
志
を
込
め
た
。
幹
事

学
年
（
平
成
８
年
卒
業
）
の
大

森
恵
太
・
実
行
委
員
長
は
タ
イ

ト
ル
へ
の
思
い
を
改
め
て
説
明

し
た
後
、「
益
々
の
母
黌
の
発
展
、

同
窓
会
の
発
展
を
、
こ
れ
か
ら

の
熊
本
の
復
興
に
つ
な
げ
て
い

こ
う
」
と
訴
え
た
。

　

最
年
長
参
加
者
の
吉
田
昭
之

さ
ん
（
Ｓ
21
）
の
音
頭
で
乾
杯

す
る
と
、
会
場
一
杯
に
歓
談
の

輪
が
広
が
り
、
最
後
は
黌
歌
を

斉
唱
。「
黄
色
い
絆
」
の
強
さ
を

改
め
て
実
感
し
な
が
ら
、
幕
を

閉
じ
た
。

▲懇親会に先立ち行われた総会

▲ 3 月に卒業したばかり！平成 29 年卒業生

▲次年度実行委員の平成 9 年卒業生

▲済々黌グッズも売れ行き好調！

応援団と吹奏楽 OB による黌歌
斉唱とエール▶

▲母黌、同心会（PTA）からもご出席

▲司会進行の田中洋平さんと
田島理恵さん

▲乾杯の音頭をとる
吉田昭之さん

関
西
地
区

▲祝成人！平成 28 年卒業生

東
海
地
区

広

　島
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済 々 黌
大同窓会

復黌　〜多士あるところに道は拓ける〜 平成29年　創立135周年

平成 29 年 5 月 21 日（日）
熊本ホテルキャッスル

　

第
１
部
の
総
会

　

栗
山
雅
敏
会
長
（
Ｓ
40
）
か
ら
、

創
立
１
３
５
周
年
の
今
年
の
総
会
の

意
義
と
熊
本
復
興
支
援
の
継
続
性
を

強
調
す
る
挨
拶
が
あ
っ
た
。

第
２
部
：
講
演
会

　

講
師
：
Ｋ
Ｋ
Ｒ
日
本
法
人
会
長
・

斉
藤
惇
氏
（
Ｓ
33
）
か
ら
「
日
本

企
業
の
競
争
力
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

世
界
経
済
の
中
で
の
日
本
経
済
の
位

置
づ
け
や
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
へ
の
対
応
な
ど
日
本
が
抱
え
る
課

題
に
つ
い
て
、
各
種
の
デ
ー
タ
を
駆

使
し
て
説
明
が
あ
っ
た
。

第
３
部
：
懇
親
会

　

こ
の
春　

関
西
の
大
学
に
進
学
し

て
新
入
会
員
と
な
っ
た
学
生
諸
君
17

人
が
壇
上
に
上
が
る
と
会
場
が
一
段

　

６
月
11
日
、
約
６
５
０
人
も
の
同

窓
生
が
集
ま
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

熊
本
地
震
か
ら
丸
１
年
経
ち
、
た

く
さ
ん
の
同
窓
生
が
支
援
活
動
を

行
っ
た
報
告
や
自
ら
も
被
災
し
な
が

ら
も
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
歩
み
始

め
た
同
窓
生
に
も
登
壇
頂
き
熊
本
復

興
に
寄
せ
る
想
い
を
語
っ
て
頂
き
ま

し
た
。
最
後
は
應
援
団
Ｏ
Ｂ
の
リ
ー

ド
に
よ
り
キ
ナ
パ
ラ
ダ
イ
ス
演
奏
の

コ
ン
バ
ッ
ト
マ
ー
チ
で
済
々
黌
と
熊

本
に
向
け
全
員
で
エ
ー
ル
を
送
り
ま

し
た
。
黌
歌
斉
唱
で
は
会
場
の
多
く

の
同
窓
生
が
肩
を
組
み
合
っ
て
歌
っ

て
い
る
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

（
林
田 

誠
・
Ｈ
２
）

と
華
や
い
だ
。

　

続
い
て
、
特
別
ゲ
ス
ト
、
ミ
ス
ユ

ニ
バ
ー
ス
熊
本
代
表
の
野
口
真
未
さ

ん
（
Ｈ
27
）
が
登
場
す
る
と
、
会
場

が
最
高
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

会
場
か
ら
盛
ん
な
激
励
の
拍
手
が
飛

ん
だ
。
昨
年
に
続
い
て
、
熊
本
復
興

支
援
の
募
金
箱
に
は
12
万
６
４
６
７ 

円
の
募
金
が
集
ま
り　

熊
本
県
に
寄

贈
さ
れ
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
應
援
団
Ｏ
Ｂ
の

田
山
誠
氏（
Ｓ
54
）と
西
村
栄
一
氏（
Ｓ

60
）
が
先
導
し
、
バ
ッ
ク
の
生
バ
ン

ド
（
関
西
キ
ナ
パ
ラ
）
が
迫
力
の
演
奏
。

若
々
し
く
力
強
い
黌
歌
が
会
場
い
っ

ぱ
い
に
響
き
渡
っ
た
。

　
　
　
　
（
総
会
実
行
委
員
長

　

高
千
穂 

利
道
・
Ｓ
61
）

東

　京

全
国
で
黌
歌
の
輪
広
が
る　
各
地
の
同
窓
会

▲大同窓会実行委員長
の大森恵太さん

世
代
と
地
域
を
超
え

　
　
　済
々
黌
の
絆
を
結
ぶ
！

　

東
海
地
区
同
窓
会
で
は
前
年
か
ら

の
取
り
組
み
「
地
区
同
窓
会
と
の
相

互
交
流
活
動
」「Facebook

に
よ
る

情
報
発
信
活
動
」
が
実
を
結
び
、
今

年
の
総
会
で
は
総
勢
48
人
（
前
年
比

１
・
５
倍
）
の
参
加
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
講
演
会
で
は
「
く
ま
モ
ン
の
育

て
の
親
の
ひ
と
り
」
成
尾
雅
貴
氏
に

よ
る
く
ま
モ
ン
誕
生
か
ら
現
在
の
活

躍
に
至
る
ま
で
の
お
話
を
拝
聴
し
ま

し
た
。
懇
親
会
で
は
平
成
29
年
卒
か

ら
昭
和
26
年
卒
ま
で

最
大
65
年
差
の
同
窓

生
が
和
気
藹
々
と
談

笑
し
、
最
後
は
三
綱

領
唱
和
か
ら
の
黌
歌
斉
唱
で
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
規
模
は
小
さ
い
で
す
が

こ
れ
か
ら
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
同
窓

会
を
目
指
し
頑
張
り
ま
す
。

（
事
務
局　

尾
方 

良
晋
・
Ｓ
52
）

同
窓
の
絆
で
ふ
る
さ
と
に
元
気
を
！

　

済
々
黌
広
島
同
窓
会
で
は
、
近
年
、

他
地
区
と
の
交
流
が
盛
ん
で
す
。
今

年
の
総
会
も
、
熊
本
を
は
じ
め
東
海
、



八

　代

北
九
州

 

ア
メ
リ
カ
西
海
岸
・
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

 

繋
が
っ
た
黌
色
い
線

済々黌同窓会会報2017 済々黌同窓会会報201713 12

全国地区同窓会
済々黌東京同窓会 会　　長／池田　久利（S.42）

事務局長／水野  　 潔（H. 元）

済々黌東京大学支部 会　　長／松尾　慶典（H.24）

濟々黌東海地区同窓会 会　　長／緒方　英夫（S.44）
事務局長／尾方　良晋（S.52）

済々黌関西地区同窓会 会　　長／栗山　雅敏（S.40）
事　務　局／岡本　金之（S.47）

済々黌広島同窓会 会　　長／杉田　　裕（S.43）
事　務　局／長谷　冨美（S.54）

済々黌北九州同窓会 会　　長／山本　哲朗（S.43）

済々黌福岡同窓会 会　　長／小島　哲夫（S.42）
事　務　局／加藤　秀憲（S.47）

濟々黌同窓会
宮崎多士会

会　　長／栗林　忠信（S.38）
事　務　局／林田　匡史（H.11）

済々黌同窓会鹿児島会 会　　長／横山　誠二（S.42）

濟々黌長崎同窓会 会　　長／本田日出男（S.58）

地区同窓会リスト 職域同窓会リスト

海外同窓会
上海済々黌同窓会（申黌会） 会　　長／野澤　宏文（S.51）

事　務　局／阿金　隆弘（S.51）
済々黌同窓会
ハワイ支部

会　　長／　　　　　（S.60）
事　務　局／満永　朝輝（H. ４）

済々黌同窓会
ロス・アンゼルス連絡事務所 事　務　局／河上慎二郎（S.59） 

済々黌同窓会
ウィーン支部 事　務　局／神田　康範（H.12） 

熊本地区同窓会
八代済々黌同窓会 会　　長／宍倉　　渉（S.43）

事　務　局／池松　桂至（S.56）

人吉球磨済々黌同窓会 会　　長／岡　啓嗣郎（S.34）
事　務　局／隅田　節子（S.58）

済々黌同窓会山鹿支部 会　　長／坂本　健一（S.39）
事　務　局／松本　竜典（H. ３）

済々黌同窓会大矢野会 会　　長／羽室　道夫（S.31)
事　務　局／島田　　等（S.49)

済々黌天草同窓会 会　　長／原田　英司（S.34)
事務局長／今福　信彦（S.39)

大津・菊陽黌友会 会　　長／瀬川　清長（S.35）
事　務　局／西　　龍二（S.54）

済々黌合志市同窓会
「黌志会」

会　　長／松永　幸一（S.33）
事務局長／上野功一朗（S.61）

済々黌同窓会宇城支部 会　　長／古川　紀満（S.34）
事　務　局／村田　秀一（S.51）

済々黌南阿蘇同窓会 会　　長／東　　秀也（S.22）
事務局長／片山　公則（S.45）

阿蘇町済々黌同窓会 会　　長／永田　忠彦（S.37）
事　務　局／穴見　龍三（S.57）

小国郷多士会 会　　長／松﨑　俊一（S.50）
事務局長／生田　敬二（S.55）

一の宮済々黌同窓会 会　　長／桑島　元博（S.33）

済々黌御船地区同窓会 会　　長／嶋田　一朗（S.30）
事　務　局／福味総一郎（S.42）

済々黌同窓会
玉名郡市支部

会　　長／池上　緑良（S.38）
事務局長／肥田　愃樹（S.38）

済々黌植木町同窓会 会　　長／高木　清一（S.45）
事　務　局／山田　耕司（S.54）

☎ 096–345–3002  FAX 096–346–3225　   tashi@seiseiko-dosokai.gr.jp同 窓 会 事 務 局

済々黌同窓会熊本県庁支部 会　　長／柳田　誠喜（S.51）
事　務　局／杉本　高俊（S.53）

熊本市役所多士会 事　務　局／外山 　  誠（S.61）

肥後銀行多士会 会　　長／山本 　  仁（S.53）
事　務　局／積　真一朗（H. ８）

郵政多士会 会　　長／大嶋　照明（S.47）
事　務　局／髙田　貴士（S.62）

税理士多士会 会　　長／中島　智喜（S.48）
事　務　局／宮本　研司（S.53）

済々黌宅建多士会 会　　長／今池　公一（S.47）
事　務　局／中野　伸治（S.61）

済商会（済々黌商工会） 理　事　長／木原　　稔（S.63）
事　務　局／武本　英博（H. ４）

熊本県警多士会

きなひも会 会　　長／河野　宏明（S.58）

熊本大学済々黌会 会　　長／角崎　康弘（S.52）
事　務　局／宮﨑名央子（H.20）

（株）熊本放送済々黌同窓会 会　　長／上野 　  淳（S.48）
事　務　局／坂口洋一朗（S.53）

九州産交グループ同窓会 会　　長／山内　清宏（S.34）
事　務　局／大塚　弘臣（H. ８）

済々黌運動部 OB 連合会 代表幹事／今井　政文（S.49）
事　務　局／吉村　昌展（S.63）

※情報をお持ちの方は、事務局までご一報くだ
さいますようお願いいたします。

ジャンベルカ
（妙一）明子

　

東
西
４
０
０
０
㎞
、
３
時
間
の
時

差
が
あ
る
こ
の
広
大
な
ア
メ
リ
カ
。

一
同
勢
ぞ
ろ
い
の
ア
メ
リ
カ
同
窓
会

と
い
っ
た
環
境
は
作
れ
な
い
と
し
て

も
、
こ
の
国
の
い
た
る
所
で
、
わ
れ

ら
が
故
郷
熊
本
を
思
う
黌き

色
い
仲
間

達
が
い
る
。
そ
う
い
っ
た
思
い
に
い

つ
も
力
づ
け
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
で

十
分
だ
…
と
い
う
の
は
、
長
年
、
こ

の
地
に
住
ん
で
い
な
が
ら
同
窓
生
達

に
お
声
が
け
が
出
来
ず
に
い
た
自
分

へ
の
言
い
訳
だ
っ
た
の
か
…
？ 

近
年
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
、
ア
メ
リ
カ
各
地
で

活
躍
し
て
い
る
同
窓
生
の
存
在
は
知

り
な
が
ら
も
、
な
か
な
か
合
流
す
る

機
会
を
作
れ
ず
に
い
た
私
。
そ
の
背

中
を
ド
～
ン
と
押
し
て
く
れ
た
の
は
、

同
窓
会
会
長
・
野
口
敏
夫
先
輩
の
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
訪
問
で
し
た
。

　

昨
年
の
秋
口
、
お
仕
事
で
、
野
口

先
輩
が
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
を
訪
問
さ
れ

る
と
の
連
絡
が
、
同
窓
会
事
務
局
の

同
級
生
か
ら
飛
び
込
ん
で
来
ま
し
た
。

ま
た
、
ほ
ぼ
同
時
に
、
野
球
部
後
輩

の
堀
尾
多
聞
く
ん
（
Ｓ
63
）
か
ら
の

伝
言
で
、
私
達
の
監
督
だ
っ
た
末
次

義
久
監
督
に
ア
メ
リ
カ
よ
り
電
話
連

　

例
年
通
り
春
と
秋
年
２
回
の
総
会

を
重
ね
て
い
ま
す
。
今
総
会
で
は
昨

年
の
65
周
年
事
業
を
含
め
た
会
計
報

告
、
宍
倉
会
長
の
続
投
（
２
期
目
）

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
参
加
の
会
員
５
人
、
十
数
年
ぶ

り
の
参
加
の
会
員
な
ど
年
齢
・
職
業

さ
ま
ざ
ま
な
計
45
人
の
盛
会
と
な
り

ま
し
た
。

（
事
務
局　

池
松 

桂
至
・
Ｓ
56
）

是
か
ら
も
、
ず
っ
と
黄
色
い
絆

　

北
九
州
同
窓
会
の
会
長
を
引
き
継

い
で
４
年
、
少
人
数
の
集
ま
り
で
す

が
毎
年
６
月
に
懇
親
会
を
催
し
大
先

輩
か
ら
や
や
若
手

迄
楽
し
く
歓
談
し

て
い
ま
す
。

　

当
同
窓
会
は
昭

和
25
年
、
世
界
遺

産
登
録
の
官
営
八

幡
製
鐵
所
勤
務
の

先
輩
方
に
依
っ
て

始
め
ら
れ
ま
し
た
。

絡
を
し
、
そ
こ
で
監
督
か
ら
も
、
野

口
会
長
を
宜
し
く
と
の
お
言
葉
を
承

り
ま
し
た
。
お
気
楽
な
ア
メ
リ
カ
生

活
で
は
、
ほ
と
ん
ど
体
験
す
る
事
の

な
い
大
先
輩
と
の
ご
対
面
と
い
っ
た

一
大
イ
ベ
ン
ト
に
、
少
し
緊
張
し
な

が
ら
の
ご
挨
拶
。
高
校
時
代
に
は
悪

ゴ
ロ
／
ボ
ン
ク
ラ
の
代
名
詞
だ
っ
た

こ
ん
な
私
で
も
、
お
役
に
立
て
る
な

ら
と
、
お
仕
事
の
お
供
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
意
外
に
も
、
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
は
初
訪
問
と
い
う
先
輩

に
こ
の
地
を
ご
案
内
で
き
、
私
自
身
、

大
変
、
充
実
し
た
楽
し
い
時
間
を
過

ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
滞
在
最
終
日
の
夜
、
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
近
郊
に
住
む
同
窓
生
３
人
（
上

田
里
沙
さ
ん
・
Ｈ
14
、
小
泉 

健
一
郎

さ
ん
・
Ｈ
元
、
山
下
精
昭
さ
ん
・
Ｓ

63
）
に
お
声
が
け
し
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
の
街
中
（
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
）
で
集

結
致
し
ま
し
た
。
山
下
さ
ん
は
、
ち
ょ

う
ど
、
日
本
出
張
と
重
な
っ
て
参
加

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
参
加
メ
ン

バ
ー
全
員
、
出
会
っ
た
直
後
か
ら
、

こ
こ
が
ア
メ
リ
カ
と
い
う
の
を
忘
れ

て
し
ま
う
ほ
ど
の
熊
本
弁
ま
る
出
し

で
大
盛
り
上
が
り
。
懐
か
し
い
母
黌

の
話
題
か
ら
、
熊
本
の
政
治
経
済
情

報
、
先
輩
の
趣
味
で
も
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
貧
乏
旅
行
の
よ
も
や
ま
話
ま
で
、

い
ろ
ん
な
話
題
が
飛
び
だ
し
て
、
笑

い
あ
り
、
涙
あ
り
、
そ
し
て
、
ま
た

笑
い
あ
り
…
大
同
窓
会
の
会
長
さ
ん

を
囲
む
に
は
、
申
し
訳
な
い
ほ
ど
小

規
模
な
が
ら
、
や
ー
ば
な
し
楽
し
い

第
１
回
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
済
々
黌
同
窓

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
は
年
々
歳
を
重
ね
て
い
く
け
れ

ど
、
心
の
中
に
あ
る
高
校
生
時
代
の

自
分
は
、
い
つ
に
な
っ
て
も
歳
を
と

ら
な
い
と
い
う
事
で
し
ょ
う
か
。
創

立
１
３
５
年
の
歴
史
を
誇
る
済
々

黌
。
大
先
輩
、
先
輩
、
後
輩
、
そ
し

て
、
ま
た
そ
の
後
輩
と
世
代
は
大
き

く
違
っ
て
い
て
も
、
高
校
生
時
代
を

語
り
は
じ
め
れ
ば
、
不
思
議
と
同
じ

想
い
に
馳
せ
る
事
が
で
き
る
。

　

今
日
は
6
月
3
日
。

　

同
窓
会
事
務
局
か
ら
の
原
稿
依
頼

と
と
も
に
、〝
熊
本
は
来
週
か
ら
梅
雨

い
り
〟
と
い
う
お
便
り
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
ち
ら
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
に
位
置
す
る
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
は
、

６
月
か
ら
８
月
終
わ
り
ま
で
は
、
毎

日
、
眩
し
い
ほ
ど
の
晴
天
が
続
き
ま

す
。
そ
ん
な
中
で
の
、
故
郷
熊
本
か

ら
届
い
た
季
節
の
お
便
り
、
夏
の
甲

子
園
大
会
県
予
選
の
試
合
が
雨
で
延

期
に
な
り
な
が
ら
も
、
晴
れ
間
の
中

に
、
グ
ラ
ン
ド
を
駆
け
巡
っ
て
い
た

あ
の
頃
を
、
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま

し
た
。

　

世
界
の
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、

そ
ん
な
、
想
い
出
の
詰
ま
っ
た
母
黌

を
誇
れ
る
私
た
ち
、
や
っ
ぱ
、
黌き

な
せ
ん線

よ
か
で
す
ね
。

※今回、部活動ＯＢ会の連絡先一覧は誌面の都合で、掲載できませんでした。お問い合わせは済々黌同窓会事務局まで

▲写真左から小泉さん、野口会長、上田さん、河上

▲ 1901 年　官営八幡製鐵所
東田高炉モニュメント

　サッカー部では OB で実行委員会を立ち上げ
て下記のような記念事業を計画しています。

【記念式典】H30年 4月 29日（日）
【記念講演】松本育夫氏（日本サッカー後援会理事長）
【サッカー教室の開催】100周年子供サッカー教室
【記念リーフレット】済々黌サッカー部 100年間の足跡
【記念ユニフォーム】事務局にて販売

　在籍当時の活動記録、試合記
録、写真、関連文献、その他サッ
カー部の歴史、活動に関連する
と思われる資料（形式自由）を
お持ちの方は下記事務局までご
連絡頂ければ幸いです。
　記念事業を成功に導くため、OB 会員のみなら
ず、現役部員、保護者の方々、済々黌サッカー
部に関わる全ての皆さんの引き続きのご協力を
よろしくお願いいたします。

【問合せ】事務局 : 堤 敏郎（H 元）
電話 :096-364-9251
E-mail:tsutsumisp@jcom.zaq.ne.jp

関
西
地
区
、
福
岡
、
北
九
州
の
各
同

窓
会
か
ら
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
、

盛
大
に
開
催
。

　

懇
親
会
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

済
々
黌
グ
ッ
ズ
や
熊
本
の
物
産
品
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売
も
実
施
。
い
ず

れ
も
「
レ
ア
も
の
」
揃
い
で
大
好
評
！

売
り
上
げ
は
熊
本
地
震
の
義
援
金
に

な
り
ま
す
。

　

地
区
を
越
え
た
同
窓
の
絆
で
済
々

黌
、
そ
し
て
ふ
る
さ
と
を
元
気
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
事
務
局　

長
谷 

冨
美
・
Ｓ
54
）

是
か
ら
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
同
窓
会

を
ず
っ
と
続
け
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
年
は
6
月
17
日
に
開
催
致
し
ま

す
。
今
年
の
懇
親
会
に
は
学
生
の
方

が
数
人
参
加
予
定
で
例
年
に
増
し
て

楽
し
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

（
会
長　

山
本 

哲
朗
・
Ｓ
43
）

　済
々
黌
同
窓
会 

ロ
ス
・
ア
ン
ゼ
ル
ス
連
絡
事
務
所 

河
上  

慎
二
郎
（
Ｓ
59
）

サッカー部　創部100周年

【開　催　日】　H29 年 8 月 5 日㊏　【開催場所】　藤崎台県営野球場
開場：16 時 / 応援合戦：17 時 / 開会式：17 時半 / 試合開始：18 時

全早慶野球戦 熊本大会あのひまわり畑を
再び！

　今夏宮城県で開催された第 41 回全国高等学校総合文化
祭、みやぎ総文 2017 器楽管弦楽部門に、本黌の弦楽部と
吹奏楽部が出場。今回は開催地が宮城と遠方のため、生徒
約 90 人の移動宿泊費と楽器の運搬費が非常に高額となっ
ていました。
　そこで吹奏楽部 OB 有志の呼びかけで、熊本、関西、東
京の各同窓会で募金を募りましたところ、合計で 294,834
円もの募金をいただきました。
　去る 6 月 18 日に、吹奏楽部 OB 会の田北会長（S46）から、
吹奏楽部の木村部長へ募金の贈呈を行いました。
　今回は、吹奏楽部 OB だけで
なく、他の同窓生の皆様から
も多大なご支援を賜り、心よ
り感謝申し上げます。
　 本 黌 は 8 月 2 日、 宮 城 県 岩
沼市民会館のステージに出場
する予定です。

弦楽部・吹奏楽部　全国総文祭出場支援募金
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私
と
同
級
生
の
金
崎
勝

君
と
２
人
で
ア
ウ
ン
サ

ン
ス
ー
チ
ー
女
史
の
解
放
の
ニ
ュ
ー

　

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
？　

私
達
が

熊
本
を
離
れ
て
早
60
年

以
上
過
ぎ
ま
し
た
。
私
が
熊
本
に
住

ん
で
い
た
の
が
十
四
、五
年
程
で
す
か

ら
此
方
で
の
生
活
の
方
が
は
る
か
に

永
い
の
で
す
が
心
は
や
は
り
熊
本
人

「
済
々
多
士
」
で
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
35
年
頃
、
渡
辺
幸
男
君
が

「
29
年
の
集
り
ば
せ
ん
や
」
と
言
っ
て

来
た
の
が
始
ま
り
で
、
以
来
現
在
迄

続
い
て
居
ま
す
。

初
期
の
頃
は
約

80
人
を
擁
し
て

い
た
の
で
す
が
、

帰
熊
す
る
人
、

逝
去
す
る
人
等

で
約
半
数
に
な

り
ま
し
た
。

　

東
京
29
会
の

行
事
と
し
て

は
、
年
に
一
度

の
総
会
忘
年
会

昭和35年卒
 （さんご会）

昭和29年卒
 （にきゅう会）

ス
に
、
最
後
の
秘
境
探
検
の
思
い
で

２
０
１
２
年
６
月
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
を

訪
問
し
ま
し
た
。
そ
の
当
時
の
ミ
ャ

ン
マ
ー
は
ま
だ
か
な
り
軍
政
の
色
が

濃
く
、
ヤ
ン
ゴ
ン
市
内
で
車
内
か
ら

カ
メ
ラ
を
向
け
て
も
ガ
イ
ド
に
止
め

ら
れ
る
こ
と
が
何
度
も
あ
る
よ
う
な

緊
張
し
た
場
面
に
遭
遇
す
る
よ
う
な

状
態
で
し
た
。

　

２
０
１
４
年
日
本
政
府
と
ミ
ャ
ン

マ
ー
政
府
間
で
技
能
実
習
生
の
制
度

運
用
の
合
意
が
結
ば
れ
た
こ
と
か
ら
、

技
能
実
習
生
受
け
入
れ
事
業
を
20
年

近
く
運
営
し
て
き
た
金
崎
勝
君
か

ら
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
日
本
語
学
校
を

作
り
し
っ
か
り
と
教
育
し
た
人
材
を

受
け
入
れ
た
い
の
で
協
力
し
ろ
」
と

の
話
が
出
て
、
２
人
で
ミ
ャ
ン
マ
ー

を
再
訪
し
２
０
１
２
年
訪
問
時
に
訪

ね
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
内
戦
で
生
ま
れ

た
孤
児
達
の
孤
児
院
〈Full M

oon 
Children Developm

ent

〉
を
支
援
す

る
た
め
に
、
そ
の
関
係
者
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
タ
ヤ
ゴ
ー
ン
日
本
語
学
校
と
、

実
習
生
送
り
出
し
機
関
のSakurafuji 

Technical A
cadem

y Co., 
Ltd 

を
設
立
し
、
孤
児
院

の
敷
地
20
エ
ー
カ
ー
（
約

８
万
１
０
０
０
㎡
）
の
借

地
契
約
を
長
期
締
結
し
、

電
気
が
通
っ
て
い
な
い
地

域
の
た
め
電
力
省
に
交
渉

し
て
学
校
所
在
の
村
ま
で

高
額
の
費
用
を
支
払
っ
て

タ
ヤ
ゴ
ー
ン

日
本
語
学
校

の
建
設

東
京
二
九
会
よ
り

在
熊
の
同
期
生

諸
兄
姉
へ

新
た
に
電
線
を
敷
設
し
、
私
達
自
身

で
イ
ン
チ
サ
イ
ズ
の
教
室
・
寄
宿
舎
・

食
堂
・
集
会
場
の
簡
単
な
図
面
を
作

成
し
て
現
地
の
建
設
会
社
に
発
注
し
、

資
材
・
機
材
・
設
備
機
器
の
購
入
と

搬
入
手
配
か
ら
、
建
物
完
成
ま
で
を

監
督
指
導
し
て
４
棟
を
完
成
さ
せ
て

２
０
１
４
年
10
月
末
に
第
１
期
生
24

人
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

学
生
を
受
け
入
れ
た
初
日
の
夕
食

は
済
々
黌
山
岳
部
で
鍛
え
た
飯
盒
炊

飯
の
実
力
を
発
揮
し
て
、
学
生
と
私

達
30
人
分
の
夕
食
を
私
が
作
り
ま
し

た
。
献
立
は
鯵
の
ト
マ
ト
煮
、
空
芯

菜
炒
め
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
即
席
漬
け
で
、

翌
朝
は
残
っ
た
ご
飯
に
玉
ね
ぎ
を
加

え
た
卵
雑
炊
で
、
昼
食
か
ら
は
学
生

を
班
分
け
し
炊
事
当
番
制
に
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
折
角
作
っ
た
シ
ャ
ワ
ー

室
で
は
水
浴
び
を
し
た
く
な
い
と
の

事
が
分
か
り
、
男
女
各
々
の
水
浴
び

場
を
作
る
た
め
、
学
生
と
ト
ラ
ッ
ク

に
乗
っ
て
砂
・
セ
メ
ン
ト
・
鉄
骨
・

ト
タ
ン
を
買
い
に
行
き
、
一
緒
に
セ

メ
ン
ト
を
こ
ね
て
立
派
に
水
浴
び
場

を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
学
生
と
一
体
に
な
っ

て
手
作
り
の
学
校
で
し
っ
か
り
と
日

本
語
等
を
教
え
ま
し
た
の
で
、
一
部

上
場
企
業
様
等
か
ら
沢
山
の
ご
要
望

を
頂
き
、
２
０
１
５
年
９
月
以
来
１

年
半
で
１
５
０
人
余
の
技
能
実
習
生

を
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
の
各
業
種

の
企
業
様
に
送
り
出
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。　
　

　

今
年
か
ら
は
介
護
の
分
野
に
も
技

能
実
習
生
制
度
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
日
本
語
検
定
Ｎ

４
以
上
で
な
い
と
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
の
で
、
タ
ヤ
ゴ
ー
ン
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
日
本
語
の
教
師
も
増
員

し
、
加
え
て
マ
ン
ダ
レ
ー
の
日
本
語

学
校
を
支
援
し
て
拡
大
し
、
更
に
両

校
と
も
役
所
か
ら
正
式
に
看
護
・
介

護
の
学
校
の
許
可
を
取
得
し
て
も
ら

い
、
両
校
と
も
各
１
５
０
人
分
の
寄

宿
舎
を
用
意
し
、
半
年
か
ら
１
年
が

か
り
で
日
本
語
と
介
護
の
勉
強
を
集

中
し
て
学
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
日

本
か
ら
の
民
間
支
援
を
得
て
、
授
業

で
す
が
十
数
年
前
迄
は
、
海
外
旅
行

も
行
い
ま
し
た
。
イ
タ
リ
ア
・
ド
イ

ツ
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
等
で
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
に
忘
れ
ら
れ
な
い
貴
重
な
想
い

出
が
あ
り
ま
す
。
東
京
で
の
総
会
に

は
、
恩
師
を
お
招
き
し
た
り
倉
重
君
・

笠
君
に
御
出
席
を
戴
い
た
り
も
致
し

ま
し
た
。
卒
業
50
周
年
に
は
「
元
気

を
振
っ
て
五
十
年
」
を
、
刊
行
し
ま

し
た
。
現
在
で
は
、
総
会
忘
年
会
の

他
に
毎
月
第
１
土
曜
日
に
「
一
土
会
」

と
称
し
て
東
京
駅
構
内
の
食
堂
で
有

志
の
み
の
中
食
会
を
催
し
て
い
ま
す
。

　

関
西
29
会
で
も
同
様
の
会
を
、
毎

月
第
２
火
曜
日
に
催
し
て
居
ま
す
。

東
京
の
幹
事
は
、
木
原
良
克
君
、
関

西
は
、
松
岡
孝
博
君
で
す
。

　

皆
様
の
長
寿
御
健
祥
を
、
祈
念
致

し
ま
す
。　
　
　
　
　

 

（
尾
浦 

武
昭
）

▲タヤゴーン日本語学校授業風景

▲タヤゴーンの新入生説明会
（2017.2.25）

▲タヤゴーンの職員宿舎

　

39
会
の
有
志
で
親
睦
を

図
る
事
を
目
的
と
し
て
平

成
15
年
８
月
か
ら
「
３
９

あ
つ
ま
る
会
」
と
名
称
を
定
め
「
あ

つ
ま
る
レ
ー
ク
Ｃ
Ｃ
並
び
に
あ
つ
ま

る
阿
蘇
赤
水
Ｇ
Ｃ
」
を
ホ
ー
ム
コ
ー

ス
と
し
て
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
年
数
回

開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
仕
事
を
リ

タ
イ
ア
し
た
会
員
が
多
く
な
っ
た
平

成
24
年
９
月
か
ら
は
毎
月
開
催
す
る

　

平
成
29
年
４
月
３
日

（
月
）
に
、
平
成
29
年

四
三
会
同
窓
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
熊
本
地
震
以

後
初
め
て
の
同
窓
会
で
し
た
が
、
例

年
の
如
く
、
来
賓
の
竹
原
崇
雄
先
生
、

大
津
山
賢
先
生
ご
臨
席
の
下
、
総
勢

57
人
が
参
加
し
、
震
災
を
乗
り
越
え

た
同
窓
生
の
元
気
な
姿
を
確
認
す
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
あ
る

の
は
変
わ
ら
な
い
笑
顔
、
変
わ
ら
ず

あ
り
続
け
る
こ
と
の
有
難
さ
を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

四
三
会
同
窓
会
は
、
昭
和
47
年
に

結
成
さ
れ
、
今
年
で
45
年
の
歴
史
を

刻
み
ま
す
が
、
初
代
会
長
の
郡
祐
一

君
以
降
、
12
代
の
会
長
・
役
員
に
よ

り
そ
の
襷
が
繋
が
れ
て
き
ま
し
た
。

長
年
、
地
道
に
同
窓
会
活
動
を
支
え

て
い
る
存
在
が
あ
っ
て
初
め
て
現
在

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、
同
窓
生
で
は
、

済
々
黌
地
区
同
窓
会
の
中
で
、
八
代

同
窓
会
会
長
の
宍
倉
渉
君
、
広
島
同

窓
会
会
長
の
杉
田
裕
君
、
北
九
州
同

窓
会
会
長
の
山
本
哲
朗
君
が
縁
の
下

の
力
持
ち
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

マ
イ
ク
の
前
で
仕
事
を

始
め
て
44
年
。
毎
週
土
曜

午
後
は
、
地
元
熊
本
放
送

Ｒ
Ｋ
Ｋ
ラ
ジ
オ
の
生
ワ
イ

ド
「
土
曜
だ
！
江
越
だ
?!
」
を
６
時

間
近
く
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

丁
度
１
年
前
、
熊
本
地
震
・
本
震

が
起
き
た
の
が
土
曜
日
に
な
っ
て
す

ぐ
で
し
た
。
９
時
間
後
の
正
午
か
ら

い
つ
も
の
よ
う
に
マ
イ
ク
の
前
で

し
ゃ
べ
っ
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

番
組
内
容
は
、
震
災
情
報
を
中
心

に
、
刻
々
と
入
っ
て
く
る
様
々
な
情

報
を
お
伝
え
し
な
が
ら
、
県
内
各
地

へ
生
電
話
を
つ
な
ぎ
、
リ
ア
ル
な
声

を
お
届
け
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
余

震
が
絶
え
間
な
く
続
き
ま
す
。
身
体

も
心
も
揺
れ
て

い
ま
し
た
。
し

か
し
あ
の
状
況

の
中
だ
か
ら
こ

そ
、
い
つ
も
の

声
に
安
心
し
た

と
か
、
避
難
し

て
い
る
こ
の
場

　

Ｓ
47
年
卒
の
討
入
会
を

昨
年
11
月
26
日
、
熊
本
市

の
熊
本
ニ
ュ
ー
ス
カ
イ

ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し

た
。
震
災
を
始
め
、
近
況
を
話
し
あ

い
、
賑
や
か
な
一
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。
最
後
は
黌
歌
斉
唱
で
締
め
、
散

会
し
ま
し
た
。

（
同
窓
会
幹
事　

西
谷 

孝
志
）

昭和39年卒
 （さんきゅう会）

昭和43年卒
 （よさん会）

昭和46年卒
 （よんろく会）

昭和47年卒
 （うちいり会）

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

１
０
０
回
を
達
成

た
す
き
を
繋
ぐ

ラ
ジ
オ
の
持
つ
力

賑
や
か
な
一
時

料
・
寮
費
・
食
事
代
を
全
て
無
償
で

提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
優
秀
な
人

材
を
選
別
し
て
教
育
し
て
行
く
目
的

で
、
両
校
と
も
今
年
２
月
よ
り
ス
タ
ー

ト
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
達
は
後
期
高
齢
者
に
突
入
は
し

ま
し
た
が
、
ま
だ
当
分
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
訪
ね
青
年

達
と
交
流
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
発
展
の

た
め
に
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

タ
ヤ
ゴ
ー
ン
に
は
ホ
テ
ル
タ
イ
プ
の

職
員
宿
舎
も
完
備
し
、
日
本
食
の
料

理
人
も
居
り
快
適
に
滞
在
で
き
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
も
し
こ
の
拙
文
を

読
ま
れ
た
方
で
第
２
、
第
３
の
人
生

を
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
み
た
い
と
お
考
え
の

方
は
ぜ
ひ
一
緒
に
や
り
ま
せ
ん
か
？

ご
一
報
お
待
ち
し
ま
す
！（

愛
甲 

義
昭
）

様
に
な
り
ま
し
た
。
第
１
回
の
コ
ン

ペ
か
ら
13
年
経
っ
た
平
成
28
年
９
月

が
記
念
す
べ
き
１
０
０
回
目
の
コ
ン

ペ
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
ゴ
ル
フ
会
員
は
約
40
人
、
ゴ

ル
フ
は
し
な
い
が
コ
ン
ペ
終
了
後
の

19
番
ホ
ー
ル
（
反
省
会
を
兼
ね
た
飲

み
会
）
の
み
参
加
の
会
員
が
約
10
人

で
す
。

　

昨
年
12
月
に
熊
本
市
内
の
ホ
テ
ル

で
『
１
０
０
回
記
念
祝
賀
会
』
を
49

人
の
参
加
で
開
催
し
、
祝
賀
会
で
は

日
本
舞
踊
や
手
品
等
の
余
興
も
あ
り

盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
１
０
０
回
ま
で
の
コ
ン
ペ
で

一
度
も
出
な
か
っ
た
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
が
１
０
１
回
、
１
０
５
回
と
立
て

続
け
に
２
回
出
ま
し
た
。
会
の
皆
さ

　

そ
の
四
三
会
も
来
年
は
卒
業
50
周

年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
例
年
参
加

さ
れ
て
い
な
い
方
々
に
も
呼
び
か
け

て
、
卒
業
50
周
年
の
時
間
を
共
有
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
代
表
評
議
員　

江
口 

正
明
）

ん
は
〝
次
回
は
自
分
の
番
だ
〟
と

１
５
０
回
開
催
を
目
指
す
上
で
の
良

い
励
み
と
な
り
ま
し
た
。（

宮
田 

英
夫
）

所
に
は
何
も
届
か
な
い
ヘ
ル
プ
と
か
、

テ
レ
ビ
と
は
違
っ
た
具
体
的
な
情
報

が
続
々
と
届
き
紹
介
し
続
け
ま
し
た
。

ラ
ジ
オ
の
持
つ
力
を
改
め
て
認
識
し

ま
し
た
。

　

こ
の
４
月
で
17
年
目
の
シ
ー
ズ
ン

で
す
。
65
才
Ｄ
Ｊ
！
元
気
を
振
る
う
！

（
江
越 

哲
也
・
放
送
タ
レ
ン
ト
）
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Ｓ
51
年
卒
業
の
皆
さ
ん
、

今
年
は
、
つ
い
に
や
っ
て

き
ま
し
た
㊗
「
Ｄ
51
会
還

暦
同
窓
会
」
開
催
の
年
で
す
。

　

本
記
事
を
ご
覧
に
な
っ
た
Ｄ
51
会

員
は
、
忘
れ
ず
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

入
れ
と
い
て
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
平
成
29
年
11
月
18
日
（
土
）

【
場
所
】
ホ
テ
ル
日
航
熊
本

【
会
費
】
１
０
、０
０
０
円

※
近
況
報
告
※

　

Ｄ
51
会
は
、
去
る
平
成
28
年
10
月

29
日
（
土
）
に
、
鶴
屋
ホ
ー
ル
に
て

平
成
28
年
Ｄ
51
会
同
窓
会
（
卒
後
40

　

各
界
で
活
躍
す
る
同
級

生
の
中
か
ら
、
今
回
は

赤
松
宏
樹
君
を
紹
介
し
ま
す
。
彼
は

２
０
１
６
年
４
月
熊
本
海
上
保
安
部

長
に
就
任
し
、
県
内
の
海
の
安
全
・

昭和51年卒
 （でごいち会）

昭和49年卒
 （よんきゅう会）

昭和60年卒
 （ろくまる会）

Ｄ
５
１
会

還
暦
同
窓
会
の

ご
案
内
＆
近
況
報
告

誇
れ
る
同
級
生

熊
本
海
保
の

ト
ッ
プ

ご
と
に
メ
ン
バ
ー
が
増
え
、「
プ
チ

49
会
」
か
ら
、
現
在
は
「
済
々
黌

49
ゴ
ル
フ
愛
好
会
」に
。
メ
ン
バ
ー

は
50
人
を
超
え
、
毎
月
５
組
ほ
ど

集
ま
り
、
賑
や
か
で
す
。

　

ま
た
、
30
周
年
、
40
周
年
の
記

念
行
事
や
丸
本
文
紀
君
（
２
組
）

の
「
く
ま
も
と
阪
神
」
社
長
、
久

我
彰
登
君
（
６
組
）
の
「
鶴
屋
」

社
長
の
各
就
任
祝
賀
会
な
ど
多
彩

な
企
画
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

来
年
の
同
窓
会
は
４
月
７
日
（
土
）

で
す
。
49
会
の
皆
様
、
奮
っ
て
参
加

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
49
会
の
Ｈ
Ｐ

を
。　

 

（
代
表
評
議
員　

江
上 

憲
二
）

▲あの頃に戻って、黌歌を斉唱
（「鶴屋」で開いた今年の同窓会で）

▲松田研究室のメンバー、右端が松田俊郎君

周
年
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

福
岡
同
窓
会
メ
ン
バ
ー
に
加
え
遠

く
は
大
阪
、
東
京
か
ら
も
、
震
災
の

お
見
舞
い
も
兼
ね
来
熊
し
、
総
勢
86

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

40
年
ぶ
り
に
再
会
し
た
級
友
は
当

時
の
面
影
は
な
く
、
お
互
い
孫
の
話

に
話
題
集
中
し
、
お
互
い
「
爺
婆
に

な
っ
た
な
ぁ
」
と
慰
め
合
い
、
若
き

日
々
を
思
い
起
こ
し
、
最
後
は
皆
で

肩
組
ん
で
の
黌
歌
斉
唱
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

 

（
代
表
評
議
員　

上
城 

弘
幸
）

安
心
を
担
っ
て
い
ま
す
。
年
頭
か
ら

熊
日
新
聞
「
一
筆
」
コ
ー
ナ
ー
の
執

筆
者
と
し
て
、
地
元
の
海
や
人
に
つ

い
て
海
保
の
視
点
で
分
か
り
易
く
連

載
寄
稿
し
ま
し
た
。

　

同
部
長
職
は
母
黌
出
身
者
で
は
ナ

ン
と
初
め
て
で
県
出
身
者
は
20
年
振

り
。
海
上
保
安
大
学
校
卒
業
後
、
本

庁
課
長
補
佐
級
、
巡
視
船
勤
務
等
経

て
現
職
。
熊
本
地
震
発
生
後
、
現

地
対
策
本
部
長
と
し
て
熊
本
港
、
三

角
港
、
八
代
港
で
巡
視
船
に
よ
る
給

水
・
給
食
支
援
等
に
対
応
。
入
浴
支

援
で
は
野
球
部
員
や
同
窓
生
ほ
か

６
３
０
０
人
以
上
が
利
用
し
た
と
の

事
。
業
務
は
人
命
救
助
、
海
上
犯
罪

取
締
り
、
海
上
交
通
安
全
や
我
が
国

の
海
洋
権
益
確
保
な
ど
多
岐
に
渡
り

ま
す
。

　
「
今
年
は
三
角
港
で
新
天
門
橋
架
橋

に
伴
う
海
上
工
事
の
安
全
対
策
を
行

い
ま
し
た
。
八
代
港
で
は
大
型
ク
ル
ー

ズ
船
寄
港
の
安
全
対
策
な
ど
、
地
元

　

平
成
21
年
卒
業
の
『
田

中
ひ
か
る
』
さ
ん
は
、
幼

い
頃
か
ら
の
夢
を
叶
え
、

現
在
、
プ
ロ
の
漫
画
家
と
し
て
活
躍

中
で
す
。
昨
年
4
月
の
熊
本
地
震
の

際
に
は
復
興
支
援
画
に
よ
っ
て
、
全

国
各
地
の
同
窓
生
を
励
ま
し
て
く
れ

ま
し
た
。
地
震
か
ら
一
年
、
更
な
る

復
興
を
願
い
作
成
し
て
く
れ
た
彼
女

の
絵
と
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
〝
済
々
黌
卒
業
後
、
上
京
し
て
以
来
、

　

今
年
は
私
た
ち
平
成

８
年
卒
が
大
同
窓
会
の

幹
事
学
年
で
し
た
。
１

年
程
前
か
ら
準
備
が
始
ま
り
、
会
議

に
夫
婦
で
出
席
し
て
い
た
藤
井
（
旧

姓
緒
方
）
美
奈
子
さ
ん
が
、
肥
後
象

眼
で
グ
ッ
ズ
を
作
る
こ
と
を
提
案
し

て
く
れ
ま
し
た
。
私
が
大
阪
で
象
眼

平成21年卒
 （へいにいち会）

平成８年卒
 （へいはち会）

pray for 
K

U
M

A
M

O
TO

大
同
窓
会
で
の

グ
ッ
ズ
制
作

作
家
と
し
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
機
会
に
是

非
と
思
っ
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。
私

自
身
も
何
か
お
役
に
立
て
れ
ば
と

思
っ
て
い
た
の
で
、
喜
ん
で
引
き
受

け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し

て
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
く
ま
モ
ン
型

ピ
ン
バ
ッ
チ
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
ど
う
な
る
の
か
か
な
り
心

配
し
ま
し
た
が
予
想
以
上
に
御
好
評

頂
き
、
ま
た
、
同
窓
生
の
皆
様
か
ら

温
か
い
お
言
葉
を
多
数
頂
き
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
近
は
「
こ
れ
か
ら
も
肥
後
象
眼

を
通
し
て
、
母
黌
や
熊
本
に
貢
献
で

き
た
ら
い
い
ね
」
と
、
藤
井
さ
ん
と

新
た
な
展
開
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。　
（
角
谷 

佳
代
・
旧
姓
山
本
）

　

現
役
の
こ
ろ
は
「
90
年

来
の
不
作
」
と
言
わ
れ
た

49
会
。
払
拭
す
る
か
の
よ
う
に
い
ろ

ん
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
９
日
前
後
の
週
末
に
開
く
同

窓
会
。
翌
日
曜
の
春
の
本
49
会
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
、
８
月
の
サ
マ
ー
同
窓
会
、

秋
の
本
49
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
。

　

特
に
、
創
立
１
０
０
周
年
後
に
始

め
、
35
年
も
続
い
て
い
る
ゴ
ル
フ
、

名
付
け
て
「
ミ
ニ
49
会
」。
剣
道
部
、

柔
道
部
Ｏ
Ｂ
で
始
め
、
回
を
重
ね
る

４
９
会
の

絆
を
深
め
る

イ
ベ
ン
ト
開
催

い
て
は
、
長
距
離
バ
ス
は
無
理
で
も

路
線
バ
ス
は
走
行
ル
ー
ト
が
限
ら

れ
て
お
り
、
出
発
地
点
や
終
点
に
充

電
設
備
が
あ
れ
ば
十
分
実
現
可
能
で

す
。
現
在
実
用
化
さ
れ
て
い
る
も

の
は
（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
バ
ス
価
格
＋

６
０
０
０
万
円
）
で
航
続
距
離
も
短

い
の
で
わ
が
国
で
は
ほ
と
ん
ど
普
及

し
て
い
な
い
そ
う
で
す
。
松
田
研
究

室
で
は
、
乗
用
車
の
電
気
自
動
車
技

術
を
う
ま
く
活
用
し
て
（
デ
ィ
ー
ゼ

ル
バ
ス
価
格
＋
１
０
０
０
万
円
）
の

低
価
格
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

産
学
官
連
携
で
行
わ
れ
て
お
り
、
熊

本
大
学
の
松
田
俊
郎
君
を
責
任
者
と

し
て
地
場
の
イ
ズ
ミ
車
体
製
作
所
、

日
産
自
動
車
、
日
産
系
バ
ッ
テ
リ
ー

会
社
、
九
州
産
交
バ
ス
、
熊
本
県
等

が
参
画
し
て
お
り
、
環
境
省
の
低
炭

素
化
技
術
開
発
委
託
事
業
と
し
て
採

択
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

筆
者
は
バ
イ
ク
に
乗
り
ま
す
が
、

前
に
い
る
路
線
バ
ス
が
発
進
す
る
際

に
出
す
騒
音
と
真
っ
黒
い
排
気
ガ
ス

に
は
閉
口
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
無

く
な
れ
ば
日
本
の
空
が
ど
れ
ほ
ど
き

れ
い
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
来
年

早
々
に
は
九
州
産
交
バ
ス
路
線
で
の

実
証
試
験
が
行
わ
れ
る
と
の
こ
と
な

の
で
楽
し
み
で
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
を
な

す
松
田
君
に
日
産
自
動
車
の
Ｃ
Ｍ
の

矢
沢
永
吉
の
フ
レ
ー
ズ
を
パ
ロ
っ
て

エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。〝
や
っ
ち
ゃ
え
、

お
っ
さ
ん
！
〟

　

御
後
が
よ
ろ
し
い
よ
う
で
。

（
代
表
評
議
員　

白
石 

正
治
）

仕
事
や
育
児
に
追
わ
れ
な
か
な
か
帰

る
こ
と
が
出
来
ず
に
い
た
故
郷
・
熊

本
。
そ
ん
な
中
起
き
た
震
災
…
。
遠

い
地
に
い
る
自
分
に
も
何
か
出
来
る

こ
と
は
な
い
か
と
考
え
つ
い
た
の
が
、

生
業
で
も
あ
る
絵
を
描
く
こ
と
で
し

た
。
描
い
て
い
る
時
、
熊
本
へ
の
思

い
で
胸
が
温
か
く
な
り
ま
す
。
絵
を

見
て
く
れ
た
人
も
ど
う
か
、
熊
本
の

こ
と
を
思
い
出
し
て
、
元
気
に
な
れ

ま
す
よ
う
に
。　

田
中 

ひ
か
る
〟

（
代
表
評
議
員　

緒
方 

詩
帆
）

　

済
々
黌
定
時
制
は
、
昭

和
18
年
の
中
学
校
令
に
基

づ
き
夜
間
中
学
部
が
設

立
さ
れ
た
の
を
前
身
に
、
昭
和
23
年

の
学
校
教
育
法
制
定
に
よ
り
済
々
黌

高
等
学
校
定
時
制
と
し
て
発
足
し
ま

し
た
。
爾
来
、
勤
労
青
少
年
の
教
育

の
場
と
し
て
働
き
な
が
ら
学
業
に
励

ん
だ
約
２
２
０
０
人
の
卒
業
生
が
社

会
に
貢
献
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
昭

黌友会
 （こうゆう会）

「
黌
友
会
て
何
」

に
つ
い
て

和
57
年
に
定
時
制
志
望
者
の
漸
減
に

伴
い
39
年
に
亘
る
済
々
黌
定
時
制
が

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
輝
か
し
い

歴
史
を
後
世
に
残
し
伝
え
る
使
命
を

果
た
す
た
め
、
定
時
制
廃
止
と
同
時

に
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
母
校
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

「
濟
々
黌
同
窓
会
黌
友
会
」
が
発
足
し

ま
し
た
。
以
来
30
年
が
経
過
し
、
会

員
数
は
約
２
１
０
０
人
に
減
少
し
ま

し
た
が
、
住
所
判
明
者
は
そ
の
う
ち

約
１
０
０
０
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

の
観
光
や
経
済
を
支
え
る
一
つ
で
あ

る
海
・
港
で
の
安
全
確
保
や
防
災
対

策
を
強
化
し
、
復
興
に
つ
な
が
る
仕

事
を
行
い
た
い
」
と
語
り
、
更
に
「
や

り
甲
斐
の
あ
る
仕
事
。
優
秀
な
職
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
や

お
孫
さ
ん
（
?!
）
の
仕
事
と
し
て
海

上
保
安
庁
に
も
是
非
注
目
し
て
頂
き

た
い
」
と
赤
松
部
長
よ
り
の
お
言
葉

で
あ
り
ま
す
（
敬
礼
）。（

坂
井 

木
綿
子
）

　

今
回
は
48
会
の
松
田
俊

郎
君
を
紹
介
し
ま
す
。

　

彼
は
九
州
大
学
か
ら
日

産
自
動
車
に
入
り
最
後
は
電
気
自
動

車
の
開
発
責
任
者
を
や
っ
て
い
ま
し

た
が
、
か
ね
て
か
ら
自
動
車
会
社
で

得
た
技
術
や
知
識
を
活
か
し
て
次
世

代
を
担
う
学
生
を
育
て
た
い
と
考
え

て
い
た
と
こ
ろ
に
熊
本
大
学
の
教
員

公
募
が
あ
り
、
そ
れ
に
応
募
し
て
58

歳
の
時
に
熊
本
大
学
工
学
部
の
准
教

授
に
転
身
し
ま
し
た
。
松
田
研
究
室

で
は
『
電
気
自
動
車
技
術
で
社
会
に

貢
献
す
る
』
を
テ
ー
マ
に
Ｅ
Ｖ
バ
ス

や
電
動
農
業
機
械
の
実
用
化
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
存
知
の
通
り
、
電
気
自
動
車
は

航
続
距
離
の
短
さ
と
価
格
の
高
さ
が

普
及
を
妨
げ
て
い
ま
す
。
バ
ス
に
お

昭和48年卒
 （よんぱち会）

Ｅ
Ｖ
バ
ス

間
も
な
く
発
車
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学黌トピックス夢への挑戦・実現へ！

過去 3 カ年の主な大学合格状況年度 27 28 29
大学名 計 現役 旧卒
北 海 道 大 0 1 1 0 1
東 北 大 1 0 0 0 0
筑 波 大 3 2 5 5 0
千 葉 大 0 1 4 3 1
東 京 大 4 0 5 3 2
東 京 学 芸 大 2 4 3 3 0
東 京 工 業 大 2 1 0 0 0
電 気 通 信 大 1 1 0 0 0
一 橋 大 1 0 0 0 0
横 浜 国 立 大 4 2 3 3 0
名 古 屋 大 1 2 1 1 0
京 都 大 5 3 3 1 2
大 阪 大 7 8 19 13 6
神 戸 大 1 4 1 0 1
岡 山 大 2 3 2 0 2
広 島 大 14 12 13 9 4
福 岡 教 育 大 5 4 6 4 2
九 州 大 35 43 22 17 5
九 州 工 業 大 6 1 3 3 0
佐 賀 大 5 2 6 6 0
長 崎 大 12 8 7 4 3
大 分 大 2 6 4 3 1
宮 崎 大 6 7 9 4 5
鹿 児 島 大 30 22 25 20 5
熊 本 大 文 4 8 11 9 2

教育 20 35 26 20 6
法 11 13 19 16 3
理 5 13 21 16 5

 医・医 3 5 3 1 2
医・保 12 9 9 7 2

薬 1 6 5 4 1
工 20 28 24 21 3

年度 27 28 29
大学名 計 現役 旧卒
首 都 大 東 京 2 3 1 0 1
大 阪 市 立 大 3 1 2 2 0
北 九 州 市 立 大 6 4 3 3 0
熊 本 県 立 大 23 27 24 21 3
青 山 学 院 大 2 3 1 0 1
慶 應 義 塾 大 7 5 3 1 2
自 治 医 科 大 0 0 2 1 1
上 智 大 2 2 3 0 3
中 央 大 10 13 14 3 11
東 京 理 科 大 4 9 8 4 4
日 本 大 17 5 3 1 2
法 政 大 10 9 6 1 5
明 治 大 11 15 12 4 8
芝 浦 工 大 1 1 2 2 0
立 教 大 3 4 4 1 3
早 稲 田 大 17 13 16 11 5
津 田 塾 大 1 0 2 1 1
同 志 社 大 16 9 32 18 14
立 命 館 大 71 52 58 14 44
関 西 大 14 4 14 12 2
関 西 学 院 大 11 12 9 4 5
近 畿 大 22 11 9 5 4
西 南 学 院 大 38 41 55 30 25
福 岡 大 33 31 31 22 9
熊 本 学 園 大 17 4 13 12 1
崇 城 大 74 22 21 12 9
熊本保健科学大 32 27 44 34 10 絆

済
々
黌
飾
馬
奉
納
団

　

青
年
会
は
同
窓
会
の
一
組
織
で
、

満
40
才
を
迎
え
る
卒
業
年
次
ま
で
の

卒
業
生
す
べ
て
が
会
員
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
同
窓
会
を
担
っ

て
い
く
若
い
世
代
の
同
窓
生
が
交
流

し
、
同
窓
会
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ

な
が
る
よ
う
に
活
動
を
行
っ
て
い
く

組
織
で
す
。

　

本
年
度
も
多
く
の
同
窓
生
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
青
年
部

な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、

卒
業
し
て
も
楽
し
い
な
と
思
え
る
よ

う
な
時
間
を
共
有
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

是
非
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参

加
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

濟
々
黌
青
年
会

会　

長　

浦
上 

善
穂
（
Ｈ
10
）

副
会
長　

大
石 

雄
基
（
Ｈ
11
）

同心ゴルフ会開催のご案内

期日 平成30年５月19日（土）

時間 7：30～ 10：30アウト・イン同時スタート

場所 あつまる阿蘇赤水ゴルフ倶楽部（阿蘇市赤水 1815-1）

（阿蘇復興応援）

費　用：10,000 ～ 11,000 円
　　　　（プレー代・参加費含・税込）
申　込：済々黌 OB の方であれば同級生

同士、先輩・後輩の組合せ等「1
組 4 名」で誰でも参加できます。

（＊グループ代表者による２～３
組の予約も可能、先着 50 組限定）

　　　　参加を希望される方は下記まで
まず、お電話下さい。

問合せ：☎0967-35-1200
　　　　あつまる阿蘇赤水ゴルフ倶楽部
　　　　東（S52）まで

同心ゴルフ会会長　藤川 隆夫（S47）

　

な
お
、
発
足
以
来
今
年
で
75
年
に

な
り
ま
す
。

　

今
年
は
発
足
75
年
記
念
大
会
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
総
会
幹
事

を
45
年
卒
の
皆
様
で
第
36
回
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

ま
だ
一
度
も
参
加
し
て
お
ら
れ
な

い
方
も
是
非
参
加
お
待
ち
し
て
ま
す
。

〈
概

　要
〉

 　

国
公
立
大
は
東
京
大
５
人
、
京
都
大
３
人
、

大
阪
大
19
人
、
広
島
大
13
人
、
九
州
大
22
人
、

熊
本
大
１
１
８
人
、
熊
本
県
立
大
24
人
、
鹿
児

島
大
25
人
な
ど
国
公
立
大
に
３
１
９
人
が
合
格

し
た
。

　

医
学
科
に
つ
い
て
は
国
立
大
で
７
人
、
産
業

医
科
大
、自
治
医
科
大
に
も
各
１
人
が
合
格
し
た
。

　

私
立
大
で
は
早
稲
田
大
16
人
、
中
央
大
14
人
、

同
志
社
大
32
人
、
立
命
館
大
58
人
な
ど
４
５
５

人
が
合
格
し
た
。

　

今
年
度
の
国
公
立
大
現
役
合
格
者
数
は

２
３
７
人
で
あ
り
、
昨
年
度
よ
り
６
人
増
加
し

た
。
最
難
関
の
東
京
大
は
受
験
し
た
３
人
全
員

が
合
格
、
大
阪
大
の
13
人
は
過
去
最
高
の
結
果

で
あ
っ
た
。
熊
本
大
は
94
人
と
昨
年
に
引
き
続

き
健
闘
し
た
が
、
九
州
大
は
特
に
理
系
で
苦

戦
し
17
人
と
減
少
し
た
。
今
春
の
卒
業
生
は
熊

本
地
震
に
よ
る
学
習
の
遅
れ
が
心
配
さ
れ
た
が
、

励
ま
し
合
い
な
が
ら
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に

取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
好
結
果
を
お
さ
め
て

く
れ
た
。

〈
東
大
５
人
の
合
格
状
況
・
理
由
〉

　

東
大
に
合
格
し
た
５
人
（
現
役
生
３
人
、
既

卒
生
２
人
）
は
全
員
、
高
２
の
夏
休
み
に
、
同

窓
会
か
ら
援
助
を
頂
き
、
東
京
大
学
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
し
た
。
２
日
間
、
東
大

の
駒
場
、
本
郷
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
際
の
講

義
を
受
け
、
ま
た
、
東
大
に
在
学
し
て
い
る
本

黌
Ｏ
Ｂ
と
の
懇
談
会
で
は
先
輩
の
受
験
体
験
を

直
に
聞
く
こ
と
が
出
来
た
。
東
大
に
挑
む
覚
悟

　震
災
が
大
き
な
き
っ
か
け
に

 　

 

ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
挑
戦

や
道
筋
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

現
役
の
３
人
の
合
格
に
向
け
て
は
、
担
任
、

進
路
指
導
部
、
教
科
担
当
の
緻
密
な
連
携
の
も

と
、
多
少
な
り
と
も
自
信
を
も
っ
て
入
試
に
臨

む
こ
と
が
出
来
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

既
卒
の
合
格
者
２
人
は
現
役
の
と
き
も
前
期

は
東
大
を
受
験
し
た
。
後
期
で
九
大
に
合
格
し

た
も
の
の
第
１
志
望
に
拘
り
、
予
備
校
に
通
い

今
春
の
入
試
で
は
比
較
的
余
裕
を
持
っ
て
臨
む

こ
と
が
出
来
た
。

　

現
浪
両
者
と
も
、
将
来
へ
の
高
い
志
と
東
大

へ
の
揺
る
ぎ
な
い
志
望
が
合
格
の
鍵
で
あ
っ
た
。

〈
阪
大
、
九
大
、
熊
大
の
合
格
状
況
〉

　

高
い
目
標
を
堅
持
す
る
と
い
う
指
導
方
針
の

も
と
阪
大
受
験
者
が
大
幅
に
増
え
た
。
合
格
圏

内
に
い
る
生
徒
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
が
、
セ

ン
タ
ー
試
験
後
の
猛
烈
な
学
習
意
欲
が
不
利
を

跳
ね
返
し
、
厳
し
い
判
定
か
ら
の
合
格
者
も
出

た
。
最
後
の
追
い
込
み
は
済
々
黌
生
ら
し
い
集

中
力
や
爆
発
力
を
感
じ
た
。

　

九
大
に
つ
い
て
は
、
阪
大
受
験
者
が
増
え
た

影
響
も
あ
り
合
格
者
が
大
き
く
減
少
し
た
。
特

に
年
々
難
化
し
て
き
て
い
る
英
語
や
、
理
科
の

一
部
科
目
の
出
題
傾
向
の
変
化
へ
の
対
応
が
難

し
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

熊
大
に
つ
い
て
は
、
例
年
に
引
け
を
取
ら
な

い
結
果
で
あ
っ
た
。
前
期
試
験
、
後
期
試
験
と

も
順
調
に
合
格
者
数
を
伸
ば
す
こ
と
が
出
来
た
。

　

生
徒
達
の
授
業
や
課
外
へ
の
取
り
組
み
状
況

の
素
晴
ら
し
さ
が
授
業
の
質
と
相
ま
っ
て
結
果

に
繋
が
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
多
士
会

館
に
お
い
て
毎
日
21
時
ま
で
自
習
室
を
活
用
し

な
が
ら
合
格
を
勝
ち
得
た
生
徒
も
多
い
。

　

少
子
化
の
影
響
も
あ
り
、
大
学
は
入
り
や
す

い
大
学
と
そ
う
で
な
い
大
学
の
二
極
化
が
進
行

し
て
お
り
、そ
の
差
は
拡
が
っ
て
い
る
。
一
方
で
、

全
国
的
に
は
保
護
者
、
生
徒
共
に
大
学
選
択
に

関
し
て
地
元
志
向
や
安
全
志
向
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
う
い
っ
た
中
、
済
々
黌
生
に
は
自
分
の
長

所
や
、
や
り
た
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
高
い
志
を

持
ち
、
い
か
に
し
て
社
会
貢
献
す
る
か
と
い
う

職
業
観
を
踏
ま
え
て
進
学
し
て
欲
し
い
。
文
武

両
道
を
標
榜
す
る
本
黌
に
お
い
て
は
、
生
徒
の

知
的
好
奇
心
を
触
発
し
、
主
体
的
な
学
習
を
促

す
教
科
指
導
力
の
向
上
に
努
め
、
さ
ら
に
は
生

徒
個
々
を
理
解
し
、
潜
在
能
力
を
生
か
す
進
路

指
導
力
の
向
上
へ
の
研
鑽
な
ど
、
教
師
側
の
努

力
も
必
要
で
あ
る
。
済
々
黌
進
路
指
導
部
で
は

こ
れ
か
ら
も
生
徒
の
高
い
志
を
大
切
に
し
（
現

役
に
拘
ら
ず
）
生
徒
に
寄
り
添
っ
た
指
導
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
進
路
指
導
部　

中
川 
泰
）

平
成
29
年
度
の
大
学
受
験
結
果
に
つ
い
て

今
後
の
大
学
入
試
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

私
は
熊
本
大
学
法
学
部
３
年
生

で
、
陸
上
競
技
を
続
け
な
が
ら
、

将
来
は
弁
護
士
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
昨
年
11
月
に
、２
０
１
７
ミ
ス
・

ユ
ニ
バ
ー
ス
熊
本
大
会
で
熊
本
代

表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

応
援
し
て
い
た
だ
い
た
済
々
黌
関

係
者
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
た
く

さ
ん
の
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

私
が
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
に
関

心
を
持
っ
た
の
は
、
活
動
の
メ
イ

ン
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
チ
ャ
リ

テ
ィ
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
か
ら

で
す
。
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
日
本

大
会
は
、
日
本
か
ら
世
界
に
向
け

て
助
け
合
い
の
輪
を
広
げ
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
熊
本
地
震
を
経
験
し
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
熊
本
城
復

興
支
援
の
募
金
活
動
に
携
わ
り
、

積
極
的
に
社
会
奉
仕
活
動
に
貢
献

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
大
き
く

な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
思
い

が
募
り
、
私
は
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー

ス
へ
挑
戦
す
る
決
意
を
し
ま
し
た
。

私
は
、
熊
本
代
表
と
し
て
、
７
月

４
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
日
本

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

先
日
の
関
西
地
区
同
窓
会
と
東

京
同
窓
会
で
は
、
た
く
さ
ん
の
先

輩
方
か
ら
温
か
い
激
励
の
お
言
葉

を
い
た
だ
き
、
本
当
に
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
日
本

大
会
で
は
、
済
々
黌
で
培
っ
た
文

武
両
道
の
精
神
を
発
揮
し
て
、
思

う
存
分
楽
し
む
と
い
う
気
持
ち
で

頑
張
り
ま
す
。（

野
口 

真
未
・
Ｈ
27
）

　

秋
が
近
ま
る
と
聞
こ
え
て

く
る
、
馬
追
い
祭
の
勇
壮
な

掛
け
声
と
祭
り
囃
子
。
９
月

の
熊
本
で
の
風
物
詩
で
あ

る
藤
崎
八
旛
宮
秋
季
例
大
祭

に
、
済
々
黌
飾
馬
奉
納
団
絆

が
今
年
も
奉
納
を
催
行
致
し

ま
す
。

　

昨
年
は
震
災
後
と
い
う
こ

と
で
参
加
団
体
が
少
な
い

中
、
勇
壮
な
馬
追
い
姿
を
見

せ
、
私
達
に
元
気
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。
今
年
も
三
綱

領
精
神
に
習
っ
て
〝
元
気
を

振
る
い
〟
済
々
黌
ら
し
い
、

姿
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

　

同
窓
生
諸
氏
に
お
か
れ
ま

し
て
は
今
後
も
同
窓
会
活
動

並
び
に
、
済
々
黌
飾
馬
奉
納

団
絆
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（
同
窓
会
会
長 

野
口 

敏
夫
）

　

本
年
よ
り
取
締
頭
を
務
め
さ
せ
て

頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
平
成
七

年
卒
の
和
田
光
司
と
申
し
ま
す
。

　

昨
年
は
震
災
の
影
響
が
残
る
中
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
に
五
回
目

の
奉
納
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
れ
も
偏
に
皆
様
方
の
ご
協
力

の
賜
で
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
済
々
黌
の
名
の
元
に
集
い
、

共
に
絆
を
深
め
合
い
、
元
気
を
奮
っ

て
奉
納
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
、

そ
し
て
祭
へ
の
ご
参
加
を
お
待
ち
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

（
取
締
頭　

和
田 

光
司
・
Ｈ
７
）

参加費：大人 13,000 円
高校生大学生10,000円
中学生以下無料
（別途法被代10,000円）
レンタル法被 5,000 円

御寄附・参加費の振込先
肥後銀行南熊本支店
普通預金 1684243
済々黌絆代表荒川慎太郎
（口座名義変更予定）

参加者大募集 ! 済々黌　絆

黌
友
会
第
36
回
総
会
・
懇
親
会

濟
々
黌
定
時
制
発
足
75
年
記
念
大
会

【
日
時
】
平
成
29
年
10
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　

総　

会　

18
時
半
～
19
時

　
　
　
　

懇
親
会　

19
時
～
21
時

【
場
所
】
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル

【
問
合
せ
】

黌
友
会
会
長　

立
川 

和
敏

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ	

０
９
６（
３
２
９
）０
８
８
６

携　

帯	

０
９
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３
７
３
３
）１
０
２
３



▲卒業生の枕元で黌歌を歌っ
た河合君（小林さん提供）

▲河合君と卒業生を引
き合わせた小林さん平成29年度　総体・総文等全国大会・九州大会出場部活動

済々黌同窓会会報2017 済々黌同窓会会報201721 20

平成29年度  全九州高等学校総合体育大会出場
男子ソフトテニス部：男子2人（長崎県・長崎市総合運動公園かきどまり庭球場　7／7〜9）
水泳部：男子8人（長崎県・長崎市民総合プール　7／15〜17）
陸上競技部（南九州地区予選会）：男子7人、女子3人（熊本県・えがお健康スタジアム　6／15〜18）
剣道部：男子個人（宮崎県・KIRISHIMAツワブキ武道館　7／8・9）

平成29年度  全国高等学校総合文化祭出場
弦楽部：管弦楽部門／男子 3 人、女子 33 人（宮城県・岩沼市民会館　8 ／ 1・2）
吹奏楽部：管弦楽部門／男子 3 人、女子 49 人（宮城県・岩沼市民会館　8 ／ 1・2）
囲碁将棋部：将棋部門／男子 2 人（宮城県・白石市ホワイトキューブ　8 ／ 3・4）
吟詠部：吟詠剣詩舞部門／女子 1 人（宮城県・美里町文化会館　8 ／ 3）
文芸部：文芸部門／男子 2 人、女子 3 人（宮城県・仙台国際センター　8 ／ 1 〜 4）
地学部：自然科学部門／男子 2 人、女子 2 人（宮城県・石巻専修大学　8 ／ 1 〜 4）

平成29年度  全国高等学校総合体育大会出場
男子ソフトテニス部：男子 2 人（福島県会津総合運動公園　7 ／ 22 〜 25）

学黌トピックス夢への挑戦・実現へ！

前から３列目の右端に立つのが篠崎氏

　

世
界
的
な
バ
イ
オ
リ

ン
奏
者
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交

響
楽
団
第
１
コ
ン
サ
ー

ト
マ
ス
タ
ー
の
篠
崎
史

紀
氏
（
愛
称
・
マ
ロ
）

が
５
月
４
日
、
来
黌
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
創
造
」
理
事

長
の
坂
本
一
生
氏
（
Ｓ

56
）
の
尽
力
で
実
現
し
、

本
館
４
階
で
、
弦
楽
部

の
生
徒
の
練
習
を
指
導

し
て
い
た
だ
い
た
。
篠

崎
氏
の
平
易
で
温
か
い

教
え
を
、
素
直
に
、
真

摯
な
態
度
で
受
け
入
れ

る
生
徒
た
ち
。
め
き
め

き
上
達
し
て
い
く
様
に

感
動
さ
せ
ら
れ
た
。　
　
　

（
野
口 

喬
・
Ｓ
41
）

世界的バイオリン奏者の篠崎史紀氏が来黌

　

済
々
黌
同
窓
会
の
皆
様
、
初
め

ま
し
て
。
平
成
24
年
卒
の
松
尾
慶

典
と
申
し
ま
す
。
平
成
28
年
3
月

に
東
京
大
学
教
養
学
部
を
卒
業
し
、

現
在
は
総
合
商
社
で
あ
る
三
菱
商

事
株
式
会
社
の
２
年
目
社
員
と
し

て
、
ア
パ
レ
ル
関
係
の
仕
事
に
従

事
し
て
お
り
ま
す
。
先
日
、
野
口

敏
夫
会
長
よ
り
、
済
々
黌
東
京
大

学
支
部
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
の

で
、
東
京
か
ら
同
窓
会
を
盛
り
上

げ
る
べ
く
、
こ
れ
か
ら
頑
張
っ
て

参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
山
鹿
市
鹿
本
町
（
鹿
本
中

学
）
の
出
身
で
し
て
、
済
々
黌
在

学
中
は
毎
朝
６
時
の
バ
ス
で
１
時

間
半
か
け
、
眠
い
目
を
こ
す
り
な

　

平
成
25
年

に
、
心
理
学
を

志
し
て
東
京

大
学
文
科
三
類
に
入
学
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
教
養
課
程
の
さ
ま
ざ
ま

な
授
業
を
受
け
る
う
ち
に
、
建
築

に
興
味
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
２
年
次
の
進
学
振

り
分
け
で
工
学
部
建
築
学
科
に
進

学
し
ま
し
た
。
建
築
は
、
人
の
生

活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
身
近
な

も
の
で
す
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う

に
成
り
立
っ
て
い
る
か
と
い
う
の

は
な
か
な
か
外
か
ら
見
え
ま
せ
ん
。

私
も
建
築
に
つ
い
て
は
全
く
の
素

人
で
し
た
の
で
、
毎
日
の
授
業
で

学
ぶ
こ
と
一
つ
一
つ
が
と
て
も
新

鮮
で
し
た
。

　

建
築
学
科
で
は
、
図
面
を
描
い

た
り
模
型
を
作
っ
た
り
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
建
築
に
使
わ
れ
る
材

料
に
つ
い
て
の
授
業
か
ら
建
築
を

取
り
巻
く
法
律
に
つ
い
て
の
授
業

ま
で
、
幅
広
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
授
業
の
一
環

で
建
設
現
場
を
見
学
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
現
場
で
働
く
こ
と

に
興
味
を
も
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
今
年
の
3
月
に
大
学

を
卒
業
し
て
ゼ
ネ
コ
ン
に
入
社
し
、

が
ら
通
学
し
て
お
り
ま
し
た
。
何

せ
小
学
校
の
裏
山
に
猿
が
出
没
す

る
程
の
田
舎
で
し
た
の
で
、
済
々

黌
生
活
は
大
変
な
憧
れ
で
あ
り
、

刺
激
に
満
ち
溢
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
と
、
当
時
も
現
在
も
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

入
学
当
時
は
サ
ッ
カ
ー
部
に
入

ろ
う
か
と
思
っ
て
い
た
も
の
の
、

練
習
が
終
わ
る
時
間
に
は
最
終
バ

ス
が
無
く
な
っ
て
い
る
と
の
理
由

か
ら
断
念
、
物
理
部
に
所
属
し
て

研
究
を
し
つ
つ
、
友
達
付
き
合
い

と
勉
強
中
心
の
高
校
生
活
を
送
っ

て
お
り
ま
し
た
。
受
験
勉
強
仲
間

の
友
人
と
放
課
後
、
残
っ
て
勉
強

し
、
休
憩
時
間
に
な
る
と
、
最
近

覚
え
た
英
単
語
や
、
進
路
や
将
来

の
夢
に
つ
い
て
語
り
合
う
、
そ
ん

な
時
間
も
「
済
春
」
で
あ
っ
た
の

だ
と
、
今
と
な
っ
て
は
強
く
思
い

ま
す
。

　

大
学
受
験
に
関
し
て
は
、
済
々

黌
の
過
保
護
な
ま
で
の
受
験
指
導

に
お
ん
ぶ
に
抱
っ
こ
で
、
ま
た
二

次
試
験
直
前
に
世
界
史
の
先
生
が

準
備
し
て
下
さ
っ
た
予
想
問
題
が

本
番
で
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
出
る

な
ど
の
奇
跡
が
数
多
起
こ
り
、
何

と
か
東
大
に
現
役
合
格
し
ま
し
た
。

済
々
黌
様
々
の
大
学
受
験
で
あ
り

ま
し
た
。
当
時
の
先
生
方
と
受
験

勉
強
仲
間
に
は
今
で
も
本
当
に
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

熊
本
地
震
を
機
に
、
熊
本
市
内
の
病
院

に
入
院
中
で
、
意
思
の
疎
通
が
あ
ま
り
で

き
な
い
卒
業
生
（
80
歳
代
の
男
性
）
と
在

黌
生
を
黌
歌
が
結
び
付
け
た
。
病
院
で
音

楽
療
法
を
行
っ
て
い
る
平
成
音
楽
大
学

（
御
船
町
）
の
小
林
真
寿
子
講
師
（
57
歳
）

が
同
大
の
紀
要
（
３
月
発
行
）
で
、
こ
の

出
来
事
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

在
黌
生
は
３
年
の
河
合
駿
介
君
。
熊
本

地
震
の
後
、
済
々
黌
は
休
校
に
な
り
、
昼

間
は
母
親
が
看
護
師
と
し
て
働
く
病
院
で
、

兄
弟
と
と
も
に
過
ご
し
た
。
毎
日
、
他
の

職
員
の
子
ど
も
た
ち
約
20
人
の
面
倒
を
見

て
い
た
中
で
、
小
林
さ
ん
と
出
会
い
、
子

ど
も
の
頃
に
習
っ
て
い
た
バ
イ
オ
リ
ン
を
、

集
団
音
楽
療
法
と
し
て
演
奏
す
る
よ
う
に

勧
め
ら
れ
た
。

　

河
合
君
は
父
親
の
仕
事
の
た
め
、
４
歳

か
ら
８
歳
ま
で
過
ご
し
た
ド
イ
ツ
で
、
ベ

ル
リ
ン
フ
ィ
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー

に
バ
イ
オ
リ
ン
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
て
い

た
。
帰
国
後
、
茨
城
県
で
の
中
学
校
時
代

ま
で
続
け
て
い
た
が
、
済
々
黌
入
学
後
は

趣
味
程
度
に
。

　今
後
は
済
々
黌
、

　
　そ
し
て
熊
本
に
恩
返
し
を

　試
行
錯
誤
も
挑
戦
の
日
々

荷に
か
た方 

な
つ
み
（
Ｈ
25
）

東
京
大
学
支
部
長

　

松
尾 

慶
典

（
Ｈ
24
）

▲５月 24 日、済々黌から東京大学に進学
した新入生歓迎会を開催。新入生５人全員、
在学生、ＯＢの計１３人が参加した

　

済
々
黌
を

卒
業
し
て
早

数
か
月
。
一
人

暮
ら
し
に
も
大
分
慣
れ
、
充
実
し

た
毎
日
を
送
っ
て
い
る
。
今
回
は

私
の
第
２
の
母
校
、
多
士
会
館
で

の
日
々
に
つ
い
て
語
ろ
う
と
思
う
。

　

私
は
部
活
動
の
引
退
後
、
学
校

帰
り
に
多
士
会
館
で
勉
強
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
家
で
は
テ
レ
ビ
や

ソ
フ
ァ
な
ど
の
誘
惑
に
負
け
て
し

ま
い
そ
う
に
な
る
か
ら
だ
。
夜
遅

く
ま
で
、
さ
ら
に
土
日
も
開
い
て

い
て
、
世
間
の
休
み
な
ど
関
係
の

な
い
受
験
生
に
は
と
て
も
あ
り
が

　思
い
出
の
多
士
会
館

棡い
ず
り
は葉 

千
花
（
Ｈ
29
）

　

病
院
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
披
露
し
、
患
者

ら
か
ら
大
き
な
拍
手
を
受
け
た
河
合
君
。

小
林
さ
ん
は
次
に
、
寝
た
き
り
状
態
で
い

る
男
性
の
個
室
に
案
内
し
た
。

　

２
人
が
と
も
に
済
々
黌
の
卒
業
生
、
在

黌
生
と
知
っ
て
引
き
合
わ
せ
、
河
合
君
に

「
黌
歌
を
歌
っ
て
」
と
頼
ん
だ
。
小
林
さ

ん
が
準
備
し
た
キ
ナ
セ
ン
の
帽
子
を
被
っ

た
河
合
君
は
男
性
の
枕
元
に
顔
を
近
づ
け
、

「
〽
碧
落
仰
げ
ば
偉
な
る
哉　

渦
巻
く
煙

幾
百
丈
〽
」。最
初
は
と
ま
ど
い
が
ち
だ
っ

た
歌
声
は
、
次
第
に
大
き
く
な
っ
た
。

　

す
る
と
、
男
性
は
黌
歌
に
合
わ
せ
て
一

緒
に
口
を
動
か
し
、
生
き
生
き
と
し
た
表

情
を
浮
か
べ
た
と
い
う
。
周
り
に
い
た
家

族
は
「
お
父
さ
ん
、
お
父
さ
ん
、
良
か
っ

た
ね
。
昔
を
思
い
出
し
た
ね
」
と
涙
を
流

し
な
が
ら
、
見
守
っ
て
い
た
。

　
「
音
楽
の
力
の
す
ご
さ
に
感
動
し
た
。

貴
重
な
体
験
が
出
来
ま
し
た
」「
卒
業
生

に
は
済
々
黌
が
心
に
刻
ま
れ
て
い
る
と
感

じ
た
」
と
語
る
河
合
君
。「
音
楽
で
人
と

つ
な
が
り
、
人
を
感
動
さ
せ
ら
れ
る
よ
う

な
人
に
な
り
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
た
。

（
田
上 

賢
祐
・
Ｓ
49
）

　

大
学
入
学
後
は
熊
本
県
出
身
者

の
学
生
寮
「
有
斐
学
舎
」
に
住
み
、

勉
強
に
、
ア
ル
バ
イ
ト
に
、
同
好

会
の
活
動
に
精
力
的
に
励
ん
で
お

り
ま
し
た
。
勉
強
は
ア
メ
リ
カ
高

等
教
育
に
お
け
る
人
種
問
題
、
ア

ル
バ
イ
ト
は
法
律
事
務
所
の
秘
書
、

同
好
会
は
サ
ッ
カ
ー
に
主
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
し
た
。
大
学
１
年

生
の
夏
に
母
黌
が
甲
子
園
に
出
場

し
、
同
級
生
と
応
援
に
行
っ
た
の

は
大
変
い
い
思
い
出
で
す
。

　

ま
た
、
大
学
生
活
を
通
し
て
、

東
京
同
窓
会
に
も
積
極
的
に
参
加

し
、
多
く
の
素
敵
な
同
窓
生
の
方
々

と
交
流
を
持
て
た
こ
と
は
人
生
の

宝
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
勤
務
先
の
話
を
少
し
だ

け
さ
せ
て
頂
き
ま
す
と
、
弊
社
三

菱
商
事
は
何
と
、
済
済
黌
と
同
じ

「
三
綱
領
」（「
所
期
奉
公
」「
処
事

光
明
」「
立
業
貿
易
」）
を
企
業
理

念
に
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
他
に
も

歴
史
、
伝
統
、
組
織
の
強
固
さ
と
、

済
々
黌
に
似
た
部
分
が
多
く
、
個

人
的
に
非
常
に
気
に
入
っ
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
は
済
々
黌
、
そ
し
て
熊
本

に
恩
返
し
出
来
る
よ
う
、
日
々
の

業
務
に
、
同
窓
会
で
の
活
動
に
精

力
的
に
励
ん
で
参
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様
、

今
後
と
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
は
現
場
監
督
の
タ
マ
ゴ
と
し

て
毎
日
現
場
に
出
て
い
ま
す
。
建

設
現
場
で
の
生
活
に
慣
れ
て
い
な

い
こ
と
も
あ
っ
て
慌
た
だ
し
く
は

あ
り
ま
す
が
、
会
社
の
先
輩
方
や

現
場
の
職
人
の
方
々
に
助
け
て
い

た
だ
い
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

建
設
業
は
男
性
社
会
と
い
わ
れ

る
業
界
で
、
実
際
に
同
期
の
中
で

も
女
子
は
少
数
派
で
す
が
、
ど
う

す
れ
ば
家
庭
や
育
児
と
両
立
で
き

る
か
と
い
う
こ
と
も
含
め
、
こ
れ

か
ら
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
挑
戦
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
恩
賜
記
念
賞
受
賞

た
か
っ
た
。
行
く
と
大
抵
誰
か
友

人
が
来
て
い
た
の
で
、
ク
ラ
ス
が

違
っ
て
も
会
え
る
こ
と
が
嬉
し
く
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
た

と
思
う
。
休
日
は
一
緒
に
お
弁
当

を
食
べ
な
が
ら
、
ほ
っ
と
す
る
ひ

と
と
き
を
味
わ
っ
て
い
た
。
入
り

口
で
い
つ
も
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
々

が
温
か
い
お
言
葉
を
か
け
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
に
も
本
当
に
感
謝
し

て
い
る
。
今
思
え
ば
辛
さ
や
不
安

を
抱
え
な
が
ら
も
ラ
イ
バ
ル
か
つ

仲
間
の
存
在
を
近
く
に
感
じ
、
意

識
を
高
め
合
い
励
ま
し
合
っ
て
勉

強
し
た
こ
と
も
良
い
思
い
出
だ
。

　

多
士
会
館
で
開
講
さ
れ
て
い
る

English Discussion Class

に
も
何

度
か
参
加
し
た
。
受
験
期
は
筆
記

の
勉
強
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、
英

語
を
話
す
こ
と
は
な
ん
だ
か
新

鮮
で
楽
し
か
っ
た
。
旬
で
重
要
な

話
題
が
テ
ー
マ
で
有
意
義
な
時
間

だ
っ
た
と
思
う
。
英
語
力
だ
け
で

な
く
、
思
考
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
、
時
事
能
力
な
ど
も

鍛
え
ら
れ
る
の
で
、
興
味
が
あ
れ

ば
ぜ
ひ
後
輩
た
ち
に
も
参
加
し
て

も
ら
い
た
い
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
多
く
の

方
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
高
校
生

活
を
送
っ
て
い
た
の
だ
と
実
感
す

る
。
今
度
は
私
が
後
輩
た
ち
を
応

援
す
る
番
だ
。

※
恩
賜
記
念
賞
受
賞
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同窓会「年会費」と多士会館「維持会費」
納入のお礼

お
く
や
み 

謹
ん
で
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。
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出　
　

千
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28
・
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・
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Ｓ
８ 

橋
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典
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Ｈ
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11

Ｓ
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正
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重
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Ｈ
26
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9
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15

Ｓ
11 

竹
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一
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Ｈ
28
・
3
・
19

Ｓ
12 

若
山
大
丈
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Ｈ
25
・
9
・
5

Ｓ
12 

乙
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勝
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Ｈ
28
・
4
・
8

Ｓ
13 

上
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憲
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Ｈ
27
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10
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19

Ｓ
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野
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輝
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Ｈ
29
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Ｓ
14 

池
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均
二

Ｓ
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平
野　

勝
重 

Ｈ
29
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・
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Ｓ
15 

大
野　

正
信 

Ｈ
25

Ｓ
15 

加
藤　

宗
英 

Ｈ
27
・
6

Ｓ
15 

西　

真
瑳
人 

Ｈ
28
・
4
・
3

Ｓ
15 

西
久
保
健
士
郎 

Ｈ
23
・
5
・
26

Ｓ
16 

川
原　

太
至 

Ｈ
27
・
12
・
20

Ｓ
17 

上
田　

照
夫 

Ｈ
27
・
6
・
22

Ｓ
17 

友
井
田　

孝 

Ｈ
28
・
1
・
19

Ｓ
17 

中
山　

公
正 

Ｈ
28
・
6
・
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Ｓ
17 

迫　
　

郁
夫 

Ｈ
28
・
3

Ｓ
17 

柳
澤　

和
夫 

Ｈ
26
・
6
・
21

Ｓ
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荒
木　

誠
之 

Ｈ
27
・
11
・
12

Ｓ
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熊
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忠
躬 

Ｈ
24
・
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・
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荒
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判
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Ｈ
27
・
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・
2

Ｓ
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牛
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Ｓ
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Ｈ
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Ｓ
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Ｈ
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Ｓ
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Ｈ
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・
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Ｓ
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大
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・
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・
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・
14
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⑷ 
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賢
三 
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・
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・
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昭
三 
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25
・
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Ｓ
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・
7
・
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藤
原　

等 

Ｈ
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・
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・

Ｓ
20 

21
⑷
北
村 

軍
記 

Ｈ
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・
6
・
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Ｓ
20
⑷ 

広
渡　

幹
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Ｈ
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・
12
・
12

Ｓ
20
⑸ 

江
藤
三
喜
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Ｈ
27
・
1
・
1

Ｓ
21
⑷ 

北
村　

軍
記 

Ｈ
27
・
6
・
31

Ｓ
21
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丹
辺　

文
彦 

Ｈ
28
・
11
・
10

Ｓ
21
⑷ 

皆
山　

次
郎 

Ｈ
28
・
12
・
26

Ｓ
21
⑷ 

橋
本　

昭
義 

Ｈ
29
・
1
・
22

Ｓ
22
⑸ 

内
田　

邦
彦 

Ｈ
28
・
4
・
9

Ｓ
22
⑸ 

川
上　

英
和　

Ｓ
22
⑸ 

菅　
　

啓 

Ｈ
27
・
5
・
10

Ｓ
22
⑸ 

古
川　

吉
孝 

Ｈ
28
・
5
・
31

Ｓ
23
⑸ 

佐
藤　

哲
也 

Ｈ
28
・
4
・
2

Ｓ
23 

24

坂
本 

久
吉 

Ｈ
27
・
11
・
8

Ｓ
24 

山
代　

忠
利 

Ｈ
27
・
1
・
11

Ｓ
24 

高
田　

廉
一 

Ｈ
27

Ｓ
24

 

石
原　

義
隆 

Ｈ
25
・
1
・
17

Ｓ
24 

蓮
田　

晶
一 

Ｈ
28
・
8
・
13

Ｓ
24 

原　
　

純 

Ｈ
28
・
4
・
27

Ｓ
25 

谷　
　

一
馬　

Ｓ
25 

光
崎　

謙
一 

Ｈ
28
・
5
・
24

Ｓ
25 

水
田　

一
郎 
Ｈ
28
・
10
・
9

Ｓ
25 

内
藤　

敬
義 
Ｈ
28
・
7
・
10

Ｓ
25 

米
村　

啓
介 

Ｈ
29
・
1
・
27

Ｓ
25 

内
田　

義
利 

Ｈ
24
・
10

Ｓ
25 

濱
田　

定
勝 

Ｈ
29
・
3
・
10

Ｓ
26 

米
本　

一
磨 

Ｈ
28
・
7
・
23

Ｓ
26 

田
口　

俊
夫 

Ｈ
25
・
6

Ｓ
26 

光
島　

磯
雄 

Ｈ
28
・
5
・
11

Ｓ
26 

友
田　

政
富 　

Ｓ
26 

仲
田　

博
昭 

Ｈ
28
・
12
・
3

Ｓ
26 

安
浪　

渡 

Ｈ
28
・
12
・
4

Ｓ
26 

井
門　

繁 

Ｈ
28
・
11
・
11

Ｓ
26 

松
本　

知
一 

Ｈ
28
・
12
・
15

Ｓ
26 

入
口　

主
一 

Ｈ
26
・
1
・
21

Ｓ
26 

関　
　

嘉
成 

Ｈ
29
・
4
・
3

Ｓ
26 

井
上
智
恵
子 

Ｈ
29
・
2
・
1

Ｓ
26 

加
藤　

忠
昭 

Ｈ
26

Ｓ
26 

小
峰　

泰
伸 

Ｈ
26

Ｓ
26 

山
口　

義
夫 

Ｈ
29
・
3
・
21

Ｓ
26 

岡
部　

忠
男 

Ｈ
29
・
1
・
1

Ｓ
26 

金
倉　

了
三 

Ｈ
29
・
5
・
28

Ｓ
26 

大
久
保
英
樹 

Ｈ
29
・
5
・
23

Ｓ
27 

森
田　

道
弘 

Ｈ
28
・
4
・
22

Ｓ
27

 

林
田　

雅 

Ｈ
29
・
4
・
11

Ｓ
28 

渡
辺
日
出
男 

Ｓ
28 

堀
尾　

堅
吉 

Ｈ
28
・
10
・
17

Ｓ
28 

津
志
田　

司 

Ｈ
29
・
2
・
17

Ｓ
29 

藤
村　

莞
爾 

Ｈ
28
・
8
・
7

Ｓ
29 

荒
牧　

英
毅 

Ｈ
27
・
4
・
23

Ｓ
29 

熊
野　

健
一 

Ｈ
28
・
8
・
26

Ｓ
29 

田
中　

敬
子 

Ｈ
29
・
1
・
3

Ｓ
29 

小
森
田　

大 

Ｈ
29
・
3
・
5

Ｓ
29 

浅
井　

啓
吾 

Ｈ
29
・
3
・
24

Ｓ
30 

竹
本　

裕
之 

Ｈ
26
・
10
・
1

Ｓ
30 

友
枝
登
美
子　

Ｓ
30 

萩
原　

正
泰　

Ｓ
30 

福
田
隆
一
郎 

Ｈ
28
・
7

Ｓ
30 

木
田　

成
藏 

Ｈ
28
・
7

Ｓ
30 

清
田　

尚
利　

Ｓ
30 

佐
々
木
敬
介　

Ｓ
30 

呼
野　

永
治　

Ｓ
30 

立
山　

盛
成　

Ｓ
30 

松
本　

好
展　

Ｓ
30 

北
村　

久
子 

Ｈ
27
・
7

Ｓ
30 

広
田　

鉄
也 

Ｈ
28
・
2

Ｓ
30 

小
崎　

圭
洋 

Ｈ
28
・
10

Ｓ
30 

福
島　

健
蔵　

Ｓ
30 

広
瀬
五
三
夫　

Ｓ
30 

古
川　

博
恭 

Ｈ
27
・
10

Ｓ
30 

米
原　

誠
一 

Ｈ
28
・
7

Ｓ
31 

落
合　

輝
久 

Ｈ
27
・
10
・
22

Ｓ
31 

垂
水　

健
介 

Ｈ
28
・
4
・
18

Ｓ
31 

岡
本　

哲
也 

Ｈ
27
・
12

Ｓ
31 

藤
森　

清
子 

Ｈ
27
・
8
・
11

Ｓ
32 

家
入　

健 

Ｈ
28
・
7
・
3

Ｓ
32 

池
田　

悠
爾 

Ｈ
27
・
11
・
29

Ｓ
32 

田
尻　

洋
一 

Ｈ
28
・
1
・
21

Ｓ
32 

福
永　

勝
延 

Ｈ
29
・
1
・
21

Ｓ
32 

吉
村　

伸
一 

Ｈ
28
・
11
・
28

Ｓ
33 

溝
部　

信
行 

Ｈ
28
・
6
・
17

（
Ｈ
29
年
６
／
７
現
在
）

〇
第
14
回　

市
民
教
養
講
座
〝
げ
た
ば
き
塾
〟（
会
場
：
多
士
会
館
）

　
　

・
開
催
日
：
平
成
28
年
11
月
26
日
（
土
）

　
　

・
講　

師
：
小
桜 

佳
之
輔
氏
（
元
歌
舞
伎
役
者
）

　
　

・
演　

題
：
歌
舞
伎
に
ふ
れ
よ
う

　
　
　
　

第
１
部
：
歌
舞
伎
の
魅
力　

第
２
部
：
化
粧
体
験

　
　

・
参
加
者
：
55
人

〇
第
15
回　

市
民
教
養
講
座
〝
げ
た
ば
き
塾
〟（
会
場
：
多
士
会
館
）

　
　

・
開
催
日
：
平
成
29
年
７
月
８
日
（
土
）

　
　

・
講　

師
：
伊
藤 

重
剛
氏
（
Ｓ
45
）

　
　
　
　
　
（
熊
本
大
学　

工
学
部　

名
誉
教
授
）

　
　

・
演　

題
：「
甲
斐
青
萍
が
描
い
た
明
治
の
熊
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
取
本
町
、
上
通
り
、
済
々
黌
」

●
第
16
回　

市
民
教
養
講
座
〝
げ
た
ば
き
塾
〟（
会
場
：
多
士
会
館
）

　
　

・
開
催
日
：
平
成
29
年
10
月
14
日
（
土
）

日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

弦
楽
四
重
奏
「
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
」

〇
第
12
回　

市
民
公
開
セ
ミ
ナ
ー
「
多
士
講
座
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
会
場
：
市
民
会
館
大
会
議
室
）

　
　

・
開
催
日
：
平
成
29
年
３
月
18
日
（
土
）

　
　

・
講　

師
：
五
百
旗
頭 

真
（
い
お
き
べ
・
ま
こ
と
）
氏

（
県
立
大
学
理
事
長
）

「
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議
」
議
長
、
復
興

庁
「
復
興
推
進
委
員
会
」
委
員
長
を
歴
任

　
　

・
演　

題
：「
熊
本
地
震 

― 

復
興
と
防
災
」

　
　

・
参
加
者
：
約
１
６
０
人

　
　

・
講
演
の
要
点
：
五
百
旗
頭
氏
は
熊
本
の
発
展
に
必
要
な

要
素
と
し
て
、
東
西
の
軸
に
な
っ
て
い
る
国
道
57
号
線

の
強
化
や
、
交
流
人
口
の
増
加
に
向
け
た
空
港
や
八
代

港
の
整
備
な
ど
を
指
摘
。
ま
た
、
空
港
ま
で
モ
ノ
レ
ー

ル
や
鉄
道
で
結
べ
ば
、地
域
発
展
の
中
軸
に
な
る
と
し
、

災
害
の
記
憶
や
教
訓
を
後
世
に
伝
え
る
施
設
の
必
要
性

も
提
言
し
た
。

●
第
13
回　

市
民
公
開
セ
ミ
ナ
ー
「
多
士
講
座
」

　
　

・
講　

師
：
堤 

辰
佳
氏
（
Ｓ
59
）

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
新
聞
記
者
。
前
読
売
巨
人

軍
Ｇ
Ｍ
）

※
開
催
日
時
、
会
場
な
ど
に
つ
い
て
は
未
定
。　
　

　

同
窓
会
Ｈ
Ｐ
、face book

な
ど
で
告
知
予
定
。

Ｓ
33 

櫻
井　

博
文 

Ｈ
28
・
6
・
23

Ｓ
33 

西
川　

透 

Ｈ
27
・
4
・
15

Ｓ
33 

松
田　

尚
武 

Ｈ
28
・
7
・
29

Ｓ
33 

小
田
森　

啓 

Ｈ
28
・
8
・
27

Ｓ
33 

塩
山　

紀
生 

Ｈ
29
・
4
・
13

Ｓ
33 

竹
田
喜
四
郎 

Ｈ
29
・
6
・
3

Ｓ
33 

江
原　

高
宏 

Ｈ
29
・
3
・
3

Ｓ
33 

大
宮　

建
郎 

Ｈ
29
・
4
・
7

Ｓ
33 

松
岡
紘
一
郎 

Ｈ
28
・
12
・
31

Ｓ
33 

手
島　

照
正 

Ｈ
28
・
8
・
16

Ｓ
34 

小
野
崎
益
睦 

Ｈ
28
・
8
・
22

Ｓ
34 
井
深　

紀
男 

Ｈ
28
・
3
・
29

Ｓ
34 
竹
村　

政
紀 

Ｈ
28
・
7
・
22

Ｓ
34 

宮
田　

健 

Ｈ
28
・
6
・
9

Ｓ
34 

伊
藤　

正
晴 

Ｈ
28
・
5
・
9

Ｓ
35 

バ
ー
ト
ン
四
宮
恵
子 
Ｈ
28
・
3
・
10

Ｓ
35 

本
合　

幸
彦 
Ｈ
28
・
5
・
27

Ｓ
35 

米
岡　

良
修 
Ｈ
28
・
1
・
22

Ｓ
35 

東　
　

忠
昭 

Ｈ
27
・
4
・
23

Ｓ
35 

谷
本
日
出
男 

Ｈ
28
・
5
・
13

Ｓ
35 

野
田　

浩
一 

Ｈ
28
・
10
・
25

Ｓ
35 

楠
井　

教
氏 

Ｈ
29
・
2
・
10

Ｓ
35 

趙　
　

健
次 

Ｈ
29
・
1
・
1

Ｓ
35 

松
野　

伸
也 

Ｈ
29
・
5
・
14

Ｓ
35 

相
良　

文
雄 

Ｈ
29
・
6
・
3

Ｓ
36 

柴
田　

稔
之 

Ｈ
26
・
8
・
30

Ｓ
37 

入
田　

潔 

Ｈ
28
・
4
・
14

Ｓ
37 

米
田　

昭
洋　

Ｓ
37 

木
村　

繁 

Ｈ
27
・
10
・
21

Ｓ
37 

松
本　

英
二 

Ｈ
25
・
11
・
17

Ｓ
37 

松
間　

絋
之 

Ｈ
28
・
12
・
1

Ｓ
37 

中
口　

憲
昭 

Ｈ
29
・
4
・
2

Ｓ
38 

豊
田　

仁
志 

Ｈ
28
・
5
・
15

Ｓ
38 

藤
谷　

成
企 

Ｈ
29
・
3
・
23

Ｓ
39 

村
山　

孝
司 

Ｈ
28
・
1

Ｓ
39 

田
中　

一
典 

Ｈ
28
・
8
・
25

Ｓ
40

 

竹
村　

健 

Ｈ
28
・
10
・
29

Ｓ
41 

神
沢　

孝
治 

Ｈ
28
・
3

Ｓ
41 

徳
留　

省
悟 

Ｈ
28
・
2
・
1

Ｓ
41 

佐
間
野　

健 

Ｈ
29
・
3
・
15

Ｓ
41 

本
山　

嵩 

Ｈ
23
・
2
・
14

Ｓ
41 

星
田　

洋　

Ｓ
42 

池
田　

利
光 

Ｈ
25

Ｓ
42 

藤
本　

秀
樹 

Ｈ
28
・
4
・
19

Ｓ
42 

馬
場　

哲
雄 

Ｈ
25
・
5
・
21

Ｓ
42 

鶴
川　

務 

Ｈ
27
・
10
・
16

Ｓ
43 

境　

義
治 

Ｈ
28
・
10
・
30

Ｓ
44 

出
口
栄
三
郎 

Ｈ
28
・
4

Ｓ
44 

高
田　

芳
樹 

Ｈ
28
・
3

Ｓ
44 

石
田　

俊
晴 

Ｈ
27
・
6
・
19

Ｓ
44 

今
村　

修
一　

Ｓ
47 

瀬
畑　

健
雄 

Ｈ
28
・
5
・
16

Ｓ
47 

佐
分
利
祐
二 

Ｈ
29
・
5
・
24

Ｓ
49 

田
村　

哲
也 

Ｈ
29
・
5

Ｓ
49 

永
田　

孝　

Ｓ
49 

佐
藤　

千
年 

Ｈ
29
・
2
・
22

Ｓ
49 

村
上　

清 

Ｈ
27

Ｓ
49 

池
嵜　

正
勝 

Ｈ
29
・
6
・
5

Ｓ
50 

永
光　

彰
典 

Ｈ
28
・
8
・
19

Ｓ
51 

満
島　

得
介 

Ｈ
27
・
5

Ｓ
58 

長
野　

繁 

Ｈ
27
・
10
・
2

Ｓ
59 

村
上　

誠
一 

Ｈ
28
・
12
・
12

役　　職 氏　　名 担　　　当 卒年
会　 長 野 口　 敏 夫 S38

副 会 長

河 島　 義 雄 S38
渕 上　 健 一 S38
島 田　 俊 郎 S39
新 開　　 徹 S43

会 計 監
査 委 員

永 村　 一 泰 S44
中 島　 智 喜 S48

幹 事 長 今 井　 政 文 S49

常任幹事

立 川　 和 敏 事業委員 S39（黌）
野 田　 研 一 総務委員長 S50
野 口　 伸 三 母黌支援委員長 S53
片 桐　 英 夫 事業委員長 S58
坂 井 木 綿 子 広報委員長 S60
原　　 應 仁 青年会委員長 H4

幹 事

清 田　 徳 弘 事業委員 S33
末 次　 義 久 総務委員 S34
末 田　 修 治 総務委員 S40
野 口　　 喬 総務副委員長・広報副委員長・母黌支援委員 S41
西 谷　 孝 志 母黌支援委員 S47
曲 梶　 信 之 母黌支援委員 S48
長谷川佳代子 事業副委員長 S49
野 口　 和 紀 母黌支援委員 S50
大 田 黒 浩 一 総務副委員長 S51
塚 田　 一 成 広報委員 S53
柴 田　 弘 之 母黌支援委員 S57
幸 山　 政 史 事業委員 S59
松 村　 和 也 事業委員 S63
荒 川 慎 太 郎 母黌支援副委員長・広報委員 H3
久 保　 謙 介 総務委員 H5
甲 斐　 智 和 総務委員 H6
江 副　 弘 幸 青年会委員 H9
塩 田　 義 照 青年会委員 H9
浦 上　 善 穂 青年会副委員長 H10
山 田　 悠 生 事業委員・青年会委員 H21
緒 方　 詩 帆 総務委員・青年会委員 H21

多
士
会
館
改
修
保
全

　
　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
発
足

　

多
士
会
館
は
、
済
々
黌
創
立
百
周
年
記
念
事
業

に
よ
り
、
そ
れ
迄
の
百
年
に
学
ん
だ
同
窓
生
が
そ

の
後
の
百
年
に
学
ぶ
人
々
へ
の
意
義
あ
る
贈
物
と

し
て
昭
和
59
年
1
月
新
築
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

多
士
会
館
は
、
昨
年
4
月
の
熊
本
地
震
に
際
し

て
も
、
優
秀
な
設
計
・
施
工
の
故
に
、
幸
い
に
も

無
傷
で
し
た
。
設
計
者
と
施
工
会
社
に
は
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

設
計
・
施
工
監
理
は
、
一
級
建
築
士
の
古
川
裕

久
さ
ん
（
Ｓ
41
）
に
よ
る
も
の
で
、
施
工
は
株
式

会
社
岩
永
組
（
岩
永
研
一
会
長
・
元
同
窓
会
会
長
・

Ｓ
26
）
が
担
当
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
多
士
会
館
は
、
こ
れ
ま
で
改
修
・
保

全
の
取
扱
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

さ
す
が
に
、
建
築
か
ら
33
年
を
経
て
お
り
、
し
っ

か
り
し
た
改
修
・
保
全
の
体
制
を
と
る
べ
き
時
期

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
年
4
月
、
多
士
会
館
の
建
築
以
来

初
め
て
、
多
士
会
館
の
長
・
中
・
短
期
的
な
改

修
・
保
全
計
画
及
び
費
用
の
積
立
の
策
定
等
を
任

務
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
発
足
し
ま
し

た
。
古
川
裕
久
さ
ん
に
は
技
術
部
門
の
責
任
者
と

し
て
ご
活
躍
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

古
川
裕
久
さ
ん
は
、
母
黌
の
体
育
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（
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築
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も
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さ
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お
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ま
す
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お
二
人
に
、
末
永
く
多
士
会
館
の
今
後
を
託
し
た

い
と
存
じ
ま
す
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（
同
窓
会
会
長　

野
口
敏
夫
）

同窓会「年会費」と多士会館「維持会費」の平成 28
年度納入金額を下表に掲載しました。沢山の皆様にご
協力をいただきありがとうございました。

　本年も、ゆうメール規定内での会報発送実施のため、会報と規定の振込用紙のみを発送することになりました。
　会報発送には、郵便局の格安な運賃で送付できるゆうメールを利用しています。その場合、信書を同封する
ことができません。各学年のご案内や振込用紙はこれにあたる可能性があることから、規定内での会報発送を
行うため、学年のご案内を同封されていた学年にはご迷惑をおかけいたしますが、何卒ご了承くださいますよ
うお願い申し上げます。
　全会員の皆様に、コンビニと郵便局のどちらでも支払可能な振込用紙（「済々黌同窓会年会費」と「多士会館
維持会費」）が同封されます。昨年同様、振込用紙にはあらかじめ皆様方の住所・氏名・金額等が印刷されてい
ますので、簡単に振り込みができるようになっています。

「会報発送とコンビニ支払い」の実施についてゆうメール利用 24時間ご利用可

同窓会「年会費」 多士会館「維持会費」
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〒862-0954  熊本市中央区神水１丁目33-11

代表取締役 （昭和49年卒）今 井  政 文

神水店  帯山店  草葉店  春日店
長嶺店  月出店  下南部店

私たちグリーン薬局は、地域の皆様の「健康」に貢献いたします。

http://www.medics-k.jp Tel 096-382-0256
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29 28

総合建設業

株式会社

代表取締役  大 堂  正 人（平成2年卒）代表取締役  大 堂  正 人（平成2年卒）

〒862-0971 熊本市中央区大江 4 丁目 13-20
TEL 096-366-2111  FAX 096-366-2116

平成 22 年 7 月竣工の母黌本館です。
当社が建設を担当する誉れを賜りました。



　済々黌同窓会ＨＰ右端及び下段に広告
スペースを設けており、年間契約１年更
新で、１スペース年間５万円となっていま
す。
　この賛助金は多士会館へ維持管理費と
して寄付されます。
　創立 100 周年記念で建設され、現在
も在校生の課外、合宿、自習、同窓生の
会合などに広く利用されている多士会館。
その存続のために、ぜひ全国の同窓生の
皆様のご協力をお願いいたします！

ＨＰバナー広告で多士会館を応援！

http://seiseiko-dosokai.gr.jp/

お問い合わせ・お申込み

ご連絡をお待ちしております！

同窓会事務局まで。
TEL : 096-345-3002
FAX : 096-346-3225 

済々黌同窓会 検索 ➡ ご連絡をお待ちしております！

多士会館だより201731 済々黌同窓会会報 2017 30
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◆

◆
今
、
多
士
会
館
が
「
在
黌
生
で

溢
れ
か
え
っ
て
い
る
」。
弊
誌
掲

載
の
会
館
開
放
に
よ
る
自
習
利
用

だ
。
そ
の
様
子
を
見
る
と
同
窓
会

が
生
徒
の
為
に
な
っ
て
い
る
と
実

感
出
来
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
会
館

維
持
と
個
人
・
法
人
か
ら
の
会
費

協
力
に
よ
る
盤
石
な
経
済
基
盤
が

あ
っ
て
こ
そ
。
そ
の
一
環
で
昨
年

か
ら
会
費
振
込
法
改
善
や
会
報

広
告
を
試
み
た
。
今
期
は
新
た
に

幹
事
枠
を
超
え
誌
面
作
成
班
を
編

成
し
、
田
上
リ
ー
ダ
ー
率
先
垂
範

の
下
、
会
議
を
重
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た
。
Ｏ
Ｂ
の

絆
と
喜
び
を
お
届
け
出
来
る
誌
面

が
出
来
た
の
で
は
と
思
っ
て
い
る
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編
集
会
議
室
の
隣
で
自
習
に
励
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彼
ら
も
卒
業
式
で
帽
子
を
投
げ
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瞬
間
か
ら
「
こ
ち
ら
側
」。
そ
の
予

備
軍
達
の
元
気
な
挨
拶
を
聞
き
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が
ら
、
母
黌
の
歴
史
に
は
及
ば
ぬ

が
、
同
窓
会
の
伝
統
も
今
後
長
く

盤
石
に
繋
げ
て
い
く
の
が
今
の
同

窓
生
の
役
目
だ
と
感
じ
た
。（
綿
）
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平成 28 年度
一般財団法人多士会館の現況

（平成 28 年４月１日〜平成 29 年３月 31 日）

貸借対照表 （単位：円）
科　　目 金　　額

Ⅰ　資産の部
　１、流動資産 8,473,340
　２、固定資産
　　　（１）基本財産 192,991,945
　　　（２）その他の固定資産 46,253,242

資産合計 247,718,527
Ⅱ　負債の部 349,697
Ⅲ　正味財産の部
　　　一般正味財産 247,368,830
　　正味財産合計 247,368,830

負債及び正味財産合計 247,718,527

正味財産増減計算書 （単位：円）
収　　入 金　　額

維持会費収入 7,334,200
寄付金収入 5,830,203
その他の収入 3,230,522

収入合計 16,394,925
支　　出 金　　額

事業費 10,426,704
管理費 5,380,598

支出合計 15,807,302
当 期 収 支 差 額 587,623
今 年 度 期 首 残 高 246,781,207
今 年 度 期 末 残 高 247,368,830

利用状況
事業内容 人数（人）

継続事業　　　学習施設の運営 19,492 
　　　　　　　研修施設の運営 1,139 
その他の事業　貸室事業（会議等） 3,902 
　　　　　　　貸室事業（合宿等） 76 

合　　計 24,609 

多士会館から済々黌部活への助成金
部活名 金額（円）

運動部 水泳部 130,000
水球部 110,000
弓道部 95,000
陸上競技部 65,000
レスリング愛好会 10,000
漕艇部 5,000

文化部 弦楽部 200,000
吹奏楽部 200,000
放送部 80,000
合唱部 15,000
書道部 10,000
囲碁将棋部 10,000
吟詠 10,000

合計 940,000

ご寄付いただいた方々 （単位：円）
済々黌新入生 3,288,000
済々黌同窓会（ＨＰ賛助金ほか） 1,801,180
済々黌平成29年卒業生保護者一同 225,769
済々黌平七会（大同窓会実行委員会） 150,000
宮原里歩様（平成29年卒） 100,000
済々黌平成29年卒業生保護者有志 43,586
八代済々黌同窓会 36,000
済々黌福岡30会 30,000
済々黌三四会 30,000
熊本県警多士会 30,000
済々黌広島同窓会 25,000
済済黌東京同窓会元年会 24,000
戦後70年記念済々黌戦没者慰霊有志の会 17,645

（有）行徳パン　行徳了一様（昭和50年卒） 12,000
小山善一郎様（昭和27年卒） 11,200
済々黌東海地区同窓会 10,000
黒髪校区7町内自治会 10,000
東京キナ線支援会 9,323
平野正憲様（昭和40年卒） 5,000
三一会 5,000
アトリエダヴィンチ様 3,500
本真会 2,000
黒髪校区老人会連合会 1,000
＊済々黌転退学者返金（5人） △ 40,000

　在黌生のニーズに応え、昨年 7 月よ
り開館時間を延長したところ（現在の
開館時間は下記のとおり）、部活動終
了後に自習で利用する生徒さんを中心
に利用者数が大幅に増え、一日平均
100 人前後の利用があり、試験前には
1 日 200 人を超える利用がありました。

　この開館時間延長の大きな支えと
なっているのは、開館ボランティアを
引き受けて下さる同窓生の皆さんの温
かいお気持ちです。現在、趣旨に賛同
してくださった約 30 人の方々が、ご
都合の良い日にボランティアに入って
くださっていますが、今後もこの時間
延長を続けていくためには、まだまだ
多くの同窓生のご協力が必要です。

　創立百周年の記念として、これから
の百年間に学ぶ同窓生のために贈られ
た多士会館。その本来の目的に叶う事
業ができるよう多士会館役職員一同、
これからも努力してまいります。
　同窓生の皆様の更なるご理解ご協力
をよろしくお願い申し上げます。

【多士会館　開館時間】
平　日　：午前 9 時～午後 9 時
土　曜　：午前 9 時～午後 7 時
日　祝　：午前 9 時～午後 5 時

【開館ボランティア時間】
平　日　：午後 7 時～午後 9 時
　　　　　（約 2 時間）
土　曜　：午後 5 時～午後 7 時
　　　　　（約 2 時間）
日　祝　：午前 9 時～午後 5 時
　　　　　（約 2 時間交代）
＊開館ボランティアについてのお問い合わせは、
　多士会館（TEL:096-345-3002）まで

在黌生の利用が大幅増加！
開館ボランティアを募集中

※下記の収支決算書・予算書は、平成29年4月19日開催の「幹事会」並びに4月25日開催の「代表評議員会」及び5月21日開催の「総会」において、
事業報告・事業計画と共に審議され、承認されました。

済々黌同窓会 平成２8年度決算及び平成２9年度予算（一般会計及び特別会計）

　同窓会活動は、同窓生の皆様からの年会費 3,000 円（但し卒業後 7 年間は 1,500 円）
によって支えられています。今年度も皆様のご協力をよろしくお願いいたします。
納入には、同封の振込用紙をご利用ください。多士会館内の事務局に直接お持ち下
さっても結構です。

同 窓 会 年 会 費 納 入 の お 願 い

平成 29 年度

各委員会別事業予算詳細
（平成 29 年４月１日～平成 30 年３月 31 日）

◇収入の部 （単位：円）
委員会 事業名 事業収入

事業委員会 多士講座賛助金 200,000
広報委員会 ホームページ賛助金 800,000
広報委員会 会報広告賛助金 4,000,000

事業収入合計 5,000,000
◇支出の部

委員会 事業名 事業支出
総務委員会 代表評議員懇親会の開催 0

不活動学年に対する指導 50,000
多士会館使用料（会議７回） 21,000

計 71,000
母黌支援
委員会

母黌、生徒に対しての情報収集活動 0
母黌支援活動 30,000
多士会館使用料（会議４回） 12,000

計 42,000
広報委員会 会報作成プロジェクトチーム※１ 3,000,000

会報広告プロジェクトチーム 0
その他広報（ホームページ等） 120,000
多士会館使用料（会議 15 回） 45,000

計 3,165,000
事業委員会 げたばき塾について 75,000

多士講座について※２ 460,000
開館ボランティアについて 20,000
会議資料印刷代 15,000
多士会館使用料（会議１３回） 39,000

計 609,000
青年会
委員会

青年会・懇親会 100,000
春のイベント 45,000
就活学年のためのＯＢ・ＯＧ就職相談会 145,000
青年会交流イベント 45,000
忘年会 45,000
市民公開セミナー多士講座への協力・懇親会 0
多士会館使用料（会議 11 回） 11,000

計 391,000
事業支出合計 4,278,000

※ 1 広報委員会：会報作成プロジェクトチーム詳細
会報作成費 1,100,000
会報発送費 1,900,000

計 3,000,000
※ 2 事業委員会：多士講座詳細

講師関係（謝礼・交通費・宿泊費・懇親会費他） 267,000
会場使用費 23,000
広報関係（チラシ・パンフレット・タウンパケット・看板等） 150,000
その他（通信費・印刷費・事務用品・駐車場代等） 20,000

計 460,000

平成 29 年度

済々黌同窓会  特別会計 予算
（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

◇収入の部 （単位：円）
科　　目 予算額

記念事業積立金収入 1,000,000 
130 周年事業収入 10,000 
書籍売上収入 20,000 
雑収入 324 
合　計 1,030,324 

◇支出の部 （単位：円）
科　　目 予算額

雑費 216 
支　出 216 

収支差額 1,030,108 
前期繰越金 18,478,788 
次期繰越金 19,508,896 

平成 28 年度

済々黌同窓会  特別会計 決算
（平成 28 年 4 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日）

◇収入の部 （単位：円）
科     目 決算額

 記念事業積立金収入 1,000,000
 130 周年事業収入 5,400
 書籍売上収入 0
 雑　収　入 207
 収入 合計　（A） 1,005,607

◇支出の部 （単位：円）
科     目 決算額

 雑　　　費 102
 支出 合計　（B） 102

当期収支差額（C）=（A）－（B） 1,005,505
【前期繰越金】（D） 17,473,283
【次期繰越金】（C）+（D） 18,478,788

平成 28 年度

済々黌同窓会 一般会計 決算
（平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日）

◇収入の部 （単位：円）
科目 補助科目 決算額

入会金 1,215,000 
年会費収入 7,578,980 
寄付金収入 1,156,126 
雑収入 66,089 
利息収入 2,267 
事業収入 多士講座賛助金 120,000 

ホームページ賛助金 900,000 
会報広告賛助金 2,600,000 
事業収入計 3,620,000 
総収入計 (A) 13,638,462 

◇支出の部 （単位：円）
科目 補助科目 決算額

総務委員会 事業費 0 
会議等使用料 15,000 

計 15,000 
母黌支援
委員会

事業費 41,664 
会議等使用料 15,000 

計 56,664 
広報委員会 事業費 2,804,505 

会議等使用料 21,000 
計 2,825,505 

事業委員会 事業費 378,190 
会議等使用料 27,000 

計 405,190 
青年会
委員会

事業費 259,024 
会議等使用料 4,000 

計 263,024 
各委員会支出　小計 3,565,383 

助成費 大同窓会助成費 300,000 
応援団助成費 100,000 
卒業証書用丸筒 96,940 
済々黌進学関連助成金 199,890 

計 696,830 
事務局
事業費

広報費 41,040 
会議等使用料等 168,684 

計 209,724 
事務局
業務費

印刷コピー費 208,075 
通信費 123,157 
支払手数料 291,506 
消耗品費 95,656 
慶弔費 170,219 
旅費交通費 116,990 
ＩＴ機器メンテ費 86,832 
ホームページレンタルサーバー料 24,840 
リース料 187,740 
雑費（熊日購読料含む） 112,860 

計 1,417,875 
業務委託費 2,500,000 
記念事業積立金 1,000,000 
多士会館寄付 1,584,530 
予備費 0 

各委員会以外支出計 7,408,959 
総支出計（B） 10,974,342 

収支差額（A）－（B）=（C） 2,664,120 
前期繰越金（D） 6,543,108 

次期繰越金（C）+（D） 9,207,228 
◇ 次期繰越金 内訳（資産内訳） （単位：円）

科    目 金   額
現金 247,794
銀行普通預金 1,255,093
郵便振替口座 7,944,141
預り金 ※ 1 △ 239,800

合    計 9,207,228
※１

 預り金 内訳 金額
双黌会年会費（〜平成 31 年度まで） 210,000
個人年会費預り（〜平成 31 年度まで） 9,000
委託販売品 20,800

合    計 239,800

平成 29 年度

済々黌同窓会 一般会計 予算
（平成 29 年４月１日～平成 30 年３月 31 日）

◇収入の部 （単位：円）
科目 補助科目 予算額

入会金 1,239,000
年会費収入 7,600,000
寄付金収入 1,000,000
雑収入 50,000
利息収入 2,000
事業収入 多士講座賛助金 200,000

ホームページ賛助金 800,000
会報広告賛助金 4,000,000
事業収入計 5,000,000
総収入計 (A) 14,891,000

◇支出の部 （単位：円）
科目 補助科目 予算額

総務委員会 事業費 50,000
会議等使用料 21,000

計 71,000
母黌支援
委員会

事業費 30,000
会議等使用料 12,000

計 42,000
広報委員会 事業費 3,120,000

会議等使用料 45,000
計 3,165,000

事業委員会 事業費 570,000
会議等使用料 39,000

計 609,000
青年会
委員会

事業費 380,000
会議等使用料 11,000

計 391,000
各委員会支出　小計 4,278,000

助成費 大同窓会助成費 300,000
応援団助成費 100,000
卒業証書用丸筒 100,000
済々黌助成金 1,360,000

計 1,860,000
事務局
事業費

広報費 100,000
会議等使用料等 150,000

計 250,000
事務局
業務費

印刷コピー費 260,000
通信費 150,000
支払手数料 300,000
消耗品費 120,000
慶弔費 200,000
旅費交通費 150,000
ＩＴ機器メンテ費 90,000
ホームページレンタルサーバー料 25,000
リース料 190,000
雑費（熊日購読料含む） 120,000

計 1,605,000
業務委託費 2,500,000
記念事業積立金 1,000,000
多士会館寄付 2,730,000
予備費 350,000

各委員会以外支出計 10,295,000
総支出計（B） 14,573,000

収支差額（A）－（B）=（C） 318,000
前期繰越金（D） 9,207,228

次期繰越金（C）+（D） 9,525,228

平成 28 年度 済々黌同窓会
寄付金収入及び助成金

寄付金収入 （単位：円）
大同窓会幹事学年平成７年卒会 より 1,000,000 
41 会（卒業 50 周年） 107,126 
S59 江田雅浩様 15,000 
BANKI HOLDINGS 様 9,000 
その他 25,000 

助成金
大同窓会準備金として（平成 8 年卒会へ） 300,000 
東大オープンキャンパス研修支援（学校へ） 199,890 
助成金（應援同好会へ） 100,000 
卒業証書丸筒 ( 平成 29 年３月卒業生へ） 96,940 

◇ 特別会計次期繰越金内訳 （単位：円）
科　　　　目 金  額

現　　　金 13,240
銀行普通預金 1,918,404
銀行定期預金 10,000,000
郵便貯金 1,649,790
130 周年事業 振替口座 2,897,354
郵便定額貯金 2,000,000
合　　計 18,478,788



維持会費をいただいた方 （々敬称略）

おかげさまで平成28年度は、皆様より総額 7,334,200円の多士会館維持会費を納入いただきました。ありがとうござ
いました。多士会館はいただきました維持会費及びご寄付にて運営しております。引き続き今年度もご納入を伏し
てお願い申し上げます。
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tel.096-345-3002 fax.096-346-3225

多士会館維持会費　1 口 5,000 円
（但し、卒業後７年間は 3,000 円）
　２口以上の方はお名前の横に○数
字で記載。
　ご寄付をいただいた方は、31 頁に
掲載しております。

昭 11 肱岡稔治　昭 12 乙丸勝幸　昭
13 半澤幸親④　昭 15 工藤義二、西真
瑳人　昭 17 藤本達夫、中山公正、下津
寿、池松秀夫　昭 18 松田幸雄、新田孝
治　昭 19 加藤逸雄、清田稜威郎、美作
博、加藤秀夫、又井徳生、吉永順作、高
島和人、吉井和義、大原淳②　昭 20（5）
吉田昭造、島清房、西澤忠實、水野勝英、
興津景昭、入江春行、田中千秋　昭 20

（4）山下敏雄、村上了一、後藤大典、井
手昭、杉村信行、権藤隼、後藤辰雄　昭
21・22 松本良視④、永田達也、高瀬邦
人、髙江陽一、吉田昭之、松岡馨、千原
昭嗣、秋月泰輔、荒木忍、弓削淳昌、彌
富孝一、魚住桂一、緒方誠一郎、稲田正
雄、野村益世、住田大道、福田信行、吉
弘義鑑　昭 23・24 渡瀬伊男、今池興
治郎、田川聖也、古閑孝之、平山明、入
江昭明、吉永正人②、中山純郎、松浦竹伸、
太田英義、和泉信一郎、髙森安生、岩永啓、
東良二、川口秀門　昭 25 村上浩、濱田
定勝、松永俊一、平山謙二郎、板井敬明、
安田昌資、若田州人、加来俊彦、林田守
生、金子良蔵、岩野徹、杉山茂夫、磧本
昭、福山清、橋本正文、右田寛、田中稔伸、
吉永砂夫、吉水洋、髙木久五郎　昭 26
松永晃、早田武彦、隈部喜七郎、牧野
耕治②、大谷隆俊、田邉國治、瀬戸口龍
雄、伊藤博友、末田誠、山口義夫、江郷
岩五郎、塚本春生、岩永研一②、後藤俊
郎、松本知一、益田邦男、吉見幸男、菅
篤哉、後藤國夫、斉藤寿、北里謙祐、片
桐亨、大塚樹也、布田建策　昭 27 緒方
義文②、坂田定苗、大森謙次、大友見正②、
須藤正二、木村寿昭、佐治武光、林田精二、
明石一彌、松岡英世②、坂田讓、中村善
雄②、加茂野久夫、沖村浩史②、福田敏男、
武藤宏一郎②、橋口武仁　昭 28 田中實
夫、宗像友彦、山中晨、澤田多喜子、河
嶋睦夫、財津永栄、甲斐義久、佐藤公介、
永岡郁則、濵﨑美登里、野口泰一郎、池
上節夫②、宮本孝男、中村旉久、河添恭輔、
田方邦敏、津志田司、樋口経雄、家入孝郎、
金光俊嘉　昭 29 坂田晃司②、松下敏弘、
本田昇晴、天津眞砂子、北村明、宮本安基、
竹下洋敏、友枝七郎、北里綾子、小野敬太、
松田汲子、本村桂子、駿河成子、中村康
子、光安行子、田上範、有田毅、小山照映、
西村弘、笠公人、宮本義盛、尾浦武昭②、
藤掛宣彦、藤原京子、木原良克、橋本秀
一、赤星宏輝　昭 30 森壽樹、八木義則、
瀬口則夫、宮本雄一、田中いよ、西靖子
④、佐藤静一、高木東介、木村純久、野
田昭士郎⑥、田尻晋一、大石弘、堤幸生、
濱武義征、惠良武晴、大迫富夫、古住洋
二郎、蓮田太二、水本悦子、櫟本憲成②、
田尻瑛子、野方民雄、中川逸男、坂崎善
之、外河柳次郎、藤田紀美子②、髙田敬
之、安部裕也　昭 31 福間良信、後藤浩、
吉井瑞代、舩﨑直一、井洋雄、宮本義継、
日野信也、林田博子、大群憲司、池上洋一、
城野敏、浅山滉、椎崎敏臣、一瀬大次郎、
福島八郎、後藤弘子、古谷順子②、永村
オエミ、児成系也、丸目佳代子、前田英
明②　昭 32 成松恵、竹原芳江、永村勝
子、山本英樹、森弘行、倉岡東一②、石
口信雄②、武内一忠、忽那龍雄、玉置順子、
蓮岡長久、野口学、兼松英幸、園田一雄、
林田勝之、中原光一、阿部武生、井薫②、
平瀬直邦、白井彰、上原一明、赤尾美知
子②、宗方良晁、富永浩、徳永公治、古
荘義之、閌正長、福田弘、永野亨、竹野
靖雄②、𠮷村正美、村口鉄春、御船真也、
穴見敬蔵、上田皓章、田中恒俊、高田浩一、
吉村伸一②、渡辺章三、古田祐兒、坂﨑
亨、前田栄治、松田長久、浦田邦夫、武
田征章、安藤雅夫、吉岡健、河﨑敏　昭
33 済々黌三三会⑳、坪田禎之、松永幸
一、富永征男⑩、澤村得次、泉洋介、島
崎俊和、松岡紘一郎、黒田馨、髙群義康、
林田紀久男　昭 34 安武紀重、田中和
夫、堀川英祐、森山敏晴、堀克紀、守田
悟、森田安泰、古河幹男、堀川渉、森信孝、
右田紀雄、楮本義紀、清瀧誠司②、川嵜
紀宏、古市規矩夫、上田正幸、岩本洋一、
河原畑広、交野富清、難波嶺二、松平和
夫、古荘幹郎、神戸威、野口剛、中村睦
雄②、木下成一②、大久保俶住、三角恭
須子、三角保之、湯貫秀昭、田中紀彦、
上村邦紀、馬場淑夫、坂本敬一、川上禎
士、杉村継治、山内清宏②、寺本サキ子、
村上武重、山田弘信、中山隆幸②、益永
高吉、富永晃夫⑥、 忠雄、田添克衛②、

末次義久、矢野賢一、盛谷貴美代、小泉満、
沖村將史　昭 35 城野煕、宮本孝夫、亀
光秀明、谷口孝輔、與縄義昭、清水洋②、
中西照貴、内田忠夫、髙岡勉、後藤洋一、
淨住護雄、隈部宏城、曽良成雄、坂本和義、
山内駿介、園田浩平②、玉川豊康②、赤
星亨、吉田仁爾、大坪健治、松田中行②、
中田征二、上村啓明、趙健次、松本洋三、
中村惟高、緒方正一②、丸野義守、（故）
野田浩一、寺尾瀏、服部康昭、本島瑞穂②、
坂井弘元、氷室俊介、須賀堯久、金崎勝
④、岡本定昭②、村上勇、山村稔、福原
英喜、河田憲明、菊池文彬、（故）野口邦
夫②　昭 36 S36 会⑩、園田耕輔、平
野日出海、藤田健司、門田津々久、井上
勲、酒井保之、橋爪宣博、川邊康志、大
即信行、楠瀨征夫、永田哲哉、立花征幸、
吉崎國昭、村田富子⑧、満永德昭②、上
田常雄、松村秀一、村田悦男、藤瀬憲久、
松村造酒夫、渡邉和彦、小林泰紀、吉永
正義、山田紘充、豊後五士、宮本英記、
深迫斉、伊東昭正、島田輝昭　昭 37 中
口憲昭、吉本勝利、塘添敏文、長岡信玄、
森永明、楢木明、森敏博、藤岡孝輔、後
藤司、河井浩二、中嶋潔、石坂信子、尾
田正幸、緒方忠昭、城戸克二、村山知之、
北村政雄、三原宏、渡辺信子、坂田 彦、
平野隆一、北川駿、牧坂憲邦、豊岡忠臣、
前田和、坂田敬二、甲斐光宏、松田勝海、
片岡雄三、竹内秀夫、𠮷武康一、石原武
義、福島国夫、又吉真雄、古沢芳二、合
志洋一、松山捷広　昭 38 春野博一、永
野健二郎、柴山武、山田俊孝、内田幸孝、
倉田紘一、佐藤紘一、松本秀昭、永田五
郎、古閑忠之、甲斐孝太郎、齊藤聰、宮
田軍起、武藤久義、後藤貞継、甲斐義啓、
永田靖文、入江展至、北里健二、源寧生、
田北成樹、渡辺力、山内清隆②、許田重治、
渕上健一②、大森慶二、小林基宏、関健
二、加藤光明②、松岡秀一、菅原洋、大
塚古四郎、坂田俊明、柳瀬勝子、草野龍
二、右田泰弘、宮尾邦彦、中津浩、田中
勇三、河島義雄②、西山壮一、栗林忠信
②、野口敏夫③　昭 39 原博志、坂口文
雄、越智通武、坂本唯一、川上正人、進朗、
河上楯夫、日隈耕右、古賀晃、島田俊郎⑳、
西尾剛人、石原裕章、藤田正、西村幸吉、
宮田英夫②、今福信彦、成松正一、楠木
博征②、宮﨑國忠、日永田義治②、宮川
良雄、吉野功、福田章、川野一彦、本田
聰生、馬場彰、松村英信、阿部孝郎、小
山浩嗣、木下芳則　昭 40 布田昭、岡本
重則、相良久次郎、佐藤淳也、豊住敏子、
福永敬行、福嶋康、工藤恵二、東求、植
村照義、古賀康彦、中西正敬、平野正憲、
古川憲俊、岡崎一孝、清田和之、木村賢
治、田邊民義、石原純⑥、川原文次、甲
斐泰雄、佐藤啓二、伊豆英一、塚本洋一、
千原政晴、古閑邦洋、紫藤三千年、鬼塚
一暢、中村寿憲、櫻井忠明、西克明、坂
田憲二、境哲彦、河喜多熊男、本田重寿、
中村勇、山内稔、大野一也　昭 41 望月
實⑩、中野健二郎⑤、本田守弘、濱本英
男、有馬聰、本山雅德、水崎三喜男、橋
爪冨美雄、伊東登記男、川上孝雄、酒井
秀記、久藤清己、横田浩、古川裕久②、
渡辺桂一、溝口康三、草野峰晴、中村弘
則、寺崎温子、岩本昇一、野口喬、徳留
省悟、中山峰男、有住智博、森﨑冨士夫、
西野眞一、岡田誠司、佐藤文生、大嶋和
博　昭 42 蒲原隆一②、湯原満義、岩
永經世、柿原久也、平野俊晴、矢野登久
男、浦本保典、馬場哲雄、芦野純夫、沼
倉由美子、山内治樹、吉永誠、石渕博人、
早田幹雄、石井良照、三井隆、與縄英二、
山田道夫、栗崎泰爾、徳永史隆、田川憲
生、甲斐裕、古田陽一郎、大場博、大嶋
健一、田代盛夫、村上恭二、木上隆幸②、
吉岡正行、向坂裕夫、伊藤俊昭、江藤雅
昭、児玉昭男、武原重春、上野倫義、森
健治、菅野幸裕　昭 43 済々黌四三会⑳、
岡島伸平②、川野康宣、本田良一、宍倉
渉、柏尾俊明、杉田裕、上園幹子、諸富格、
濵田信秋、堀昭一、髙島誠二、山本哲朗　
昭 44 福嶋一盛、諸熊建次、村田信一②、
東敏信、林和紀、緒方英夫、東孝男、小
原重明、河野達朗、田内康敬、安藤慎一、
永村一泰、村田寿芳、岩下知生、上田幸
穂、下林恭、西村明博、橋口治、下田博久、
緒方啓司、中村俊雄、川口雄三、石田耕
一郎、井上徹　昭 45 田中良典、高本省
三、龍頭保夫、井野剛、野田和夫、片山
公則、上野豊親、中島勝弘②、松田講明、
萩野規寛、児玉睦雄、木原和生　昭 46
津留伴一、橋本美幸、西府裕一、原田穂、

藤本弘視、田島朋直、鍬田和實、小室三男、
布田悟、古市久雄、中尾隆司、加隈秀敏、
小堀恭裕　昭 47 西谷孝志、田中穂積、
池尻慶喜、赤星一成、佐竹裕比古、瀬上
格、和泉伸郎、久米廣幸、久佐賀脩、久
保田眞理子、菊岡清晴、佐分利祐二、辻
裕二、中村洋一郎、桝永孝二、松本和雄、
瀬上信弘、諸島俊明、井川隆明②、高田
隆夫、森正晴、石田泰紀、小島淳、堀俊博、
堀江伸、松岡修司、亀井英次、末 高明、
太田惠一朗、島田政博、長野博章、大隈
憲二郎　昭 48 今村康彦、興梠聖二、中
島智喜、久木田憲司、野口孝子、齋藤正昭、
宮本哲也、米村宏之、園田征次、熊川眞二、
増永玲子、加藤昌子、佐々木浩、斎藤国寿、
船越和美、緒方和則、川﨑俊明、別当公一、
曲梶信之、三宅由紀夫、松崎朗、荒木昌直、
大沢由実、白石正治、清水義臣、原田道雄、
金子篤志、千馬利行、杉本英二、椎葉辰
也、岩嵜晴海、松田邦宏、高濱頼光　昭
49 俵宏一、丸山稔、工藤尚子、小堀郁江、
丸本文紀、田上賢祐、伊藤宗正、永野祐子、
増田龍司、中村聖、戸上貴雄、田中雅
英、坂口正純、内満、松山泰典、荒瀬健夫、
岩永宣治、永田清一、迎田恒成、今井政文、
齊木信吾、山本理、角岡秀昭、大塚二郎、
久我彰登、策典郎、太田康雄、長谷川佳
代子、横尾雅良、山本利徳、久木山清貴、
原田之治、大澤賢修、戸澤栄二、島田淳一、
平木敏郎、相馬一憲、福村元良、岩下利幸、
篠原守継、坂本省吾、松藤誠郎、飽本一己、
橋本尚明、鍋岡勇造、山田隆典、松永和
典、光永邦保　昭 50 木原隆司、清水裕
美、石川穣、湯原賀都子、内村直子、河
野景治、緒方久喜、赤星洋一、一ノ瀬範秋、
小宮隆、浦上裕正、中西信雄、行德了一②、
野口和紀、伊東山徹代②、岡田恭代、本
田典利、佐藤一郎、永田邦規、岩下哲也、
本芳幸、稲野耕一、作村和史、杉野茂人、
野田研一、別城秀幸、西橋弘恭、原田卓　
昭 51 武田珂代子、鈴木悦子、高濱左衛
子、長尾信一、塚本富男、六田幾子、伊
東一成、住吉淳、松永宏二、合志京助、
六田祐二②、川口芳弘、吉田啓一、森田
悦雄、竹本ひとみ、後藤孝美、長野修治、
上城弘幸、野田裕三、松枝泰生、杉本聡、
吉岡健一②、田中慎一郎、巻俊光、大田
黒浩一　昭 52 上田美江、楠田節子、城
間智子、岩男一秀、松本龍一②、坂口治史、
茶木谷安信、吉岡正一、田中栄一、深谷
薫、山口潔憲、岡本一隆、中島章、東博文、
向田敬二、有働芳弘、中村五彦、瀬上文隆、
前原昭仁、西野慎一、伊藤明彦、荒尾淳、
大川正晃　昭 53 宮本研司、奥村惠一郎、
甲斐紳一郎、松村恭一、松島猛、郷原友
和、小松野洋司②、野口伸三、塚田一成、
飯田裕、合志和江、安永昌史、土山哲生、
渡邉祥子、浦田英彦、伊藤美香、佐藤至
邦、佐野俊郎　昭 54 田尻清司、山口明
博、岩間浩憲、中川政嗣、松川浩一、内
﨑祐一、中山義也、笹岡博文　昭 55 津
曲千鶴、上野賢三、右田貴士、幸山英史、
千原竹雄、川口理一郎、髙橋利郎、岩田
智子、廣瀬修治、武石敏章、佛田洋、村
上義幸、上原浩志、田代桂一②、河野広光、
鍬田浩二、德永憲治、平山代助②、山口
賢太郎、麻生弘幸、今村研詞　昭 56 吉
川琢実、山本政晴、来海和彦、川原昭彦、
村上博一、瀬井章　昭 57 北野謙司、村
上貴浩、長崎賢雄、込山民子、成松美恵、
川野章子、前原健、平田正治郎、本田英
一郎、吉里公夫、柴田弘之　昭 58 三原
浩古、福山龍太郎、片桐英夫、森永裕二、
倉岡征宏、永潟三貴生、西本寛、櫻井博
邦、堀田実、岩永一宏、立山智子、古川
和明、松本和也、本田日出男、友田桂子、
中津健之、西口賢太朗、牧野敬史、田中
美佐子、池澤滋　昭 59 坂本英二、林昭
宏、古賀裕美、幸山政史、尾﨑理恵、宮
原佳子、堤辰佳、宮田房之、中村友花理、
渡辺明子、末吉健一、中島典章、峯苫貴明、
金子礼子、渋谷奈美、藪昌彦②、藤木健
弘、緒方誠司、内間輝久江　昭 60 石村
久恵、小原和宏、坂井木綿子、吉良扶佐子、
米村誓子、原田秀樹、北里佳寿子、赤池
和洋、米田高章②、相馬英智、本田貴弘、
赤松宏樹、小山英文、星子昌大、賀来真
由美、藏座育子　昭 61 杉山修、中村欽
弥、本田浩一、中村亘志、園田誠二、古
里禎章、浅井勇介、木村俊介、嶋﨑佳子、
大橋波留美、八重尾徳保、牧野英典、上
野功一朗　昭 62 S62会、米満泰二、河
瀬徹、岩村みさ、坂井裕美、巌珠江、続
山拓也、田中紀世、甲木和世、吉山壽一、
工藤智明、東郷寿郎、古荘義雄、野口邦

広　昭 63 本田洋一、吉田一浩、木原稔、
福原浩倫②、眞谷和代、春木秀紀、西英典、
太路亜紀、村上邦博、甲斐大童　平元宮
本裕丈、田島直美、井上和子、片山美和、
吉村香織、栗原洋美、石﨑淳一、浅香英夫、
古市真木雄　平 2 牛島将臣、井上あけみ、
中島淳子、田中美保、永村哲宏、西岡宏晃、
河瀬智宏、比企正　平 3 三輪和章、髙
比良光洋、堤祐成、松本琢磨、石原真理
子、古橋さをり、鴻江友紀子、金光香陽子、
廣野貴美恵、中村文、荒井豊子、郡司祥、
佐伯薫、中村裕子、早川浩史、井上清隆、
瑞穂賢治、水村晶範、入江美由紀、他 1
人　平 4 永村裕子、原恵亮、中村玄徳②、
高木康晴、中島史貴③、武本英博、尾﨑
幸、佐藤優子、椎良樹、千原崇裕　平 5
増田美子、福島一章、田嶋知幸、田端あ
い、遠山啓、久保謙介、徳村文、吉田葉
子、宮田一起　平 6 石原寛之、甲斐智和、
則松雄一郎、上野尚文、平川隆義、池﨑晃、
濱田綾一郎、岡田敦、中村大介、岩下晋
輔、盛田保文、古賀朋代、石橋治　平 7
小田健正、木野純武、東田大介、江頭龍、
平原信雄、宮原邦友　平 8 藤井美奈子、
松村龍夫、松下聡美、城下和彰、西博士、
大森恵太、藤井順、千葉恵子、城後俊
輔　平 9 坂本聡子、江副弘幸、田中三美、
段紘子、近藤俊輔、鎌田正美　平 10 斉
藤信慶、村山雅則、園田浩貴、岩下耕平、
澤田英祐、平野光祐　平 11 西村至誠、
梶原洋子、外田仁士、大嶋寛之、魚住剛、
渕上博貴、春岡辰典、津留秀明、中西香
織、上野景太、萩原英久　平 12 木村啓
介、伊藤恵美子、園村一馬、益田幸　平
13 平成 13 年会③、國武作好、古賀智
典　平 14 清水希美、鈴木さやか、坂本
貴子、中野秀和　平 15 山﨑拓哉、森友
紀、月足真輔、岡本智代、猿渡隼人　平
16 秋嶋友子、山田真之、岩根賢幸、角
岡佑紀、小野真、永野義博　平 17 関豪
介、綱脇智織　平 18 栁瀬美耶、緒方雄
一朗　平 19 坂田光、福岡敬洋、野田あ
りさ、上村昂平　平 20 竹下博貴、行德
仁、三浦慶士、村上英恵、若杉真吾、秋
吉星吾、相川悠也、川本愛結　平 21 福
岡祐輝、緒方健太、石﨑香成　平 22 中
村謙吾、西橋修弘、荒尾侑典、平賀円　
平 23 池部伸一朗、片山智章、丸山純矢、
角田真希、前田詩織、古庄祐太、吉田麻
鈴　平 24 浦本欣央、井上桜、内尾裕介、
上田千愛、宮本義史、板井敬介、政岡晴行、
古川紗帆②、泉湧一郎、岡村弘樹、荒木
将伍、江藤武志、井手博敏　平 25 渡辺
大輝、中村謙太、井芹友莉恵、松井優希、
福岡弘記、瀬戸口詠子、西山和輝、伊藤
流石、宮本崇史、土山貴弘、岡本直将、
西昭太朗、米満光平、兒島優里　平 26
外村優、中川恭子、松田壱成、諏訪原志保、
崎坂美月、前田啓士郎、笹岡保希、北川
翔也、入橋真琴、洞田貫雄大、坂田悠史、
野﨑啓生、松崎良太、梶原周平、境友李、
帆足亮、有働龍也、山下賢斗　平 27 五
師光葉、松本倫旺、久保太志朗、立山幹
久、白砂尋子、松田利奈、桝田謙太、石
川昂央、平嶋千寛、岩本怜士、本田悟、
横山浩太朗、青木雅護、古市聖、二子石
大智、髙橋美桜、岸本奈渚子　平 28 前
田莉穂、上山七海、栗林翔太、野口花歩、
清田耕生、野満虎正、三隅仁美、中村陸、
米満はるか、村上優衣、鮎川沙紀、田副
太雅、端田三奈未、河地紘征、髙橋悠起、
德永幸太、古後拓眞、藤井あかり、緒方
雄大、松岡主樹、島﨑悠加、下城翔、井
上陸、尾池真由子、梶原紫織、髙濱彩名、
前田源喜、田口奨悟、宮本瑛里、黒田直
人、矢賀光、岩本直樹、白藤雅也　黌友
会牧野三男、永野茂徳、辛島司、中嶋一雄、
城博昌、中西満雄、山室文雄、井手直房、
宮本良一、緒方忠雄、和田勝信、内田完二、
大槻英明、原恵晋、渡辺誉、濵田幸三郎、
西村尚、鳥井煕子、吉田勇、西川二千六、
甲斐冠二、石井敬也、立川和敏、緒方洋
征、原口光子、田上愛六郎、前田なおみ、
松村秀逸、髙藤英利、岩崎光、中野和光、
丸山博、岩本敏則　地区同窓会　済々黌
北九州同窓会②　事務局　喜多奈美


